
安心できるまち、人が集まるまちへ

広
報

01月号
令和8年 I No.309

新
た
な
年
の
は
じ
ま
り

－
－

書
き
初
め
に

　願
い
を
込
め
て

－
－



－今月の表紙－

目　次

CONTENTS

15 情報BOX ／市民伝言板

28 イワタフォトニュース

27 いわたの２０周年を遊ぼう！楽しもう！＆きょうも♪たのしっぺい

25 スポトピ/市長コラム

24 ジュビロ×レヴズ

8 市からのお知らせ

新たな年を迎え、 新年の

決意や抱負をしたためる

書き初め。 今月の表紙は、

向笠小学校で行われた書

写の授業風景です。 「花が

さく」 の力強い文字は春を

思わせ、 今年一年を明る

い気持ちで過ごせるような

温かさを感じさせました。

６ トピック

新たな特産品をご紹介！

磐田市の陸上養殖エビの未来

21 相談窓口＆救急医療情報

26 健幸plus＋/楽習plus＋

30 イワタノゴハン／編集後記／広報クイズ

22 みんなで子育て／いっしょに読もっ

14 きらりいわた人

磐田東高等学校剣道部男子

3 市長新春インタビュー

４ 静岡いわたPR大使特別インタビュー
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（−44人）

(−２６人）

(−１８人）

※住民基本台帳調べ （外国人市民含む）

※ （　） 内は前月比

人口 164,297人

男　　８２,986人

女　　８１，３１１人

世帯 72,102世帯 （＋２９世帯）

人の動き（11月末現在）

【市役所本庁舎】

毎週木曜日 午後5時15分〜7時

毎月第2日曜日 午前8時30分〜正午

※市民課では旅券業務など一部の業務は取り

扱いできません。 市民税課では一部の証明

書発行業務を取り扱っています

問市民課　 ☎ 37-4816　ＦＡＸ 37-2871

市民税課☎ 37-3767　ＦＡＸ 33-7715

市民課・市民税課の時間外窓口

広報紙をもっと楽しむ

各情報にある「ページ番号」を市ホームページ

の「ページ番号検索」に入力して検索すると、

簡単に目的のページを探すことができます。

ホームページ連携

ページ番号 1000038

広報いわたをスマートフォンな

どで読めるアプリ「広報プラス」

をぜひご利用ください。

広報プラス ページ番号 1011301

▲広報プラス

地域情報サイト「いーわいわた」

▲いーわいわた

誰でも情報を投稿・発信ができ

る地域情報サイト「いーわいわ

た」をぜひご利用ください。

市税の納期限

納付は、 口座振替やスマートフォン決済が便利です。

問収納課☎ 37-4810 ＦＡＸ 36-6310

固定資産税 ・ 都市計画税 （第４期）

国民健康保険税 （第８期）

【３月２日㈪】

磐田市LINE公式アカウント

▲市公式LINE

防災情報やお知らせ、イベント

情報など、さまざまな情報を配

信しています。ぜひご登録くだ

さい。

PB
広
報 2

広
報2026年（令和8年）1月号 202６年（令和8年）1月号

https://www.city.iwata.shizuoka.jp/shiseijouhou/kouhou_kouchou/kouhou_iwata/1011301.html
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健
康
づ
く
り
、
ご
自
身
が
希
望
す
る
医
療
や

ケ
ア
を
家
族
や
医
療
機
関
と
共
有
す
る
「
人

生
会
議
」
を
推
進
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
抱
え
る
不
安
や
課
題

に
耳
を
傾
け
、
市
役
所
だ
け
で
な
く
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、「
安
心
で
き
る
ま

ち
」、「
魅
力
あ
る
磐
田
」
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に

十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、
日
々
の
生
活
が

笑
顔
と
幸
せ
に
満
ち
た
も
の
と
な
り
ま
す

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

２
０
２
５
年
は
、
市
制
施
行
20
周
年
と

い
う
節
目
の
年
で
し
た
。
20
年
を
振
り
返

り
つ
つ
未
来
を
見
据
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
市

内
で
開
催
さ
れ
、
祝
賀
ム
ー
ド
が
広
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
次
の
20
年
に
向
か

っ
て
歩
ん
で
い
こ
う
」「
未
来
を
み
ん
な

で
創
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
機
運
が
生
ま

れ
た
こ
と
が
、
こ
の
1
年
の
大
き
な
成
果

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
の
中
で
、
特
に
印
象
的
だ

っ
た
出
来
事
は
、
民
間
主
催
の
「Iw

a
ta
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」
で

す
。
全
国
か
ら
多
く
の
方
に
磐
田
市
へ
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
磐
田
を
盛
り
上
げ
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
静
岡
い
わ
た
P
R
大
使

で
あ
る
E
X
I
L
E 

A
K
I
R
A
さ
ん

と
五
郎
丸
歩
さ
ん
が
タ
ッ
グ
を
組
み
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
フ
ェ
ス
と
し
て
の
側

面
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
環
境
課
題
に
つ

い
て
、
こ
こ
磐
田
で
考
え
発
信
し
て
い
く

取
り
組
み
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
も
き
っ
か
け
と
し

て
、
共
創
の
機
運
が
高
ま
っ
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
6
年
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
や
目
標
を
示
す
市
の
最
上
位
の
計
画

で
あ
る
次
期
総
合
計
画
を
形
に
し
て
い
く
重

要
な
年
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
目
標
を
共

有
し
、
共
創
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
皆
さ
ん
自
身
の
考
え
を
提
案
し
て
い

た
だ
け
る
場
も
整
え
、
対
話
を
重
ね
な
が
ら

つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
磐
田
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
と
し
て
県
西
部
地
域
で
初

開
催
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の
仕
事
体
験
イ

ベ
ン
ト
「
ア
ウ
ト 

オ
ブ 

キ
ッ
ザ
ニ
ア 

in 

い
わ
た
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
歴
史
や
文

化
な
ど
地
域
ご
と
の
個
性
や
魅
力
を
再
発

見
で
き
る
機
会
づ
く
り
や
、
磐
田
の
強
み

で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
も
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
な
産
業
が
生
ま
れ
る
よ
う

新
規
参
入
企
業
や
中
小
企
業
な
ど
の
支
援
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
同
時
に
、
健
康
経
営
や

草地 博昭 市長

新春インタビューインタビュー



夢の舞台から見た磐田への想いと可能性
静岡いわたPR大使特別インタビュー

静岡いわたPR大使を務めるEXILEのAKIRAさんと五郎丸歩さん。お二人のタッグ結成から1年後の2025

年11月8日 ・ ９日に、その情熱を結実させた 「Iwata Seaside DREAM Fes 2025」 が開催され、会場は全国

から集まった人々の笑顔で埋め尽くされました。このイベントには、未来を担う子どもたちのための 「夢をつかむ場」

や若者による 「環境アクション」 など、単なる音楽イベントに留まらない目的がありました。

今回は改めてお二人に、このフェスに込めた想い、そして磐田の可能性についてお聞きしました。

五郎丸 歩
フェスに込めた想いフェスに込めた想い

このフェスは、単なる音楽フェスではなく、地域 ・ 子ども ・ 未来 ・ 環境という複数のテーマが一つにつながる、新

しい “地域共創型フェス” をつくりたいという想いからスタートしました。

磐田という地で、アーティスト、企業、行政、地域の皆さま、そして子どもたちが本気で関わり合う場をつくることで、

「このまちから未来はつくれる」 というメッセージを届けたいと考えていました。実際に開催してみて、地域の熱量の

大きさを改めて実感しました。ステージに立つ子どもたちの表情、環境プログラムに取り組む学生たちの姿、ボラン

ティアの皆さまの献身、そして来場者の笑顔。そのすべてが、このフェスの存在意義そのものだったと感じています。

「このフェスをきっかけに、新たな風を感じ、個人や企業、団体、行政として新たな取り組みをこの地から仕掛けたい」

と思っていただけたなら、主催者として何よりの喜びです。

子どもが環境問題に取り組むプロジェクト「DREAM Earth Next」子どもが環境問題に取り組むプロジェクト「DREAM Earth Next」
「DREAM Earth Next」 では、半年以上前から地元の子どもたちと一緒に、環境問題について学び、考え、実

際のフェス運営の中でごみの分別活動や啓発活動に挑戦してもらいました。環境をテーマにした理由は、未来をつ

くる子どもたちが、必ず向き合う社会課題だからです。ここで大切にしたのは、「環境を守ること＝企業や大人がや

る」 ではなく、 自身の未来や自身の子どもたちにより良い環境を提供すること。 自分自身の “選択” として行動でき

る子どもを育てたいということです。彼らがフェス当日に胸を張って来場者に説明する姿を見て、環境テーマを掲げ

た意義を強く感じました。

今回のフェスで伝えたかったこと今回のフェスで伝えたかったこと
「フェスは “消費されるイベント” ではなく、地域の未来を動かす装置になれる」 ということです。

スポーツや音楽などのエンターテインメントには、人の心を動かし、行動を変える力があります。

その力を活用し、子どもたちや地域の未来につなげたいと思いました。来場者の皆さまには、子

どもたちの挑戦の姿に勇気を、 環境への取り組みに共感を、 地域企業の力に誇りを、 そして遠

州地域の新たな可能性を感じてもらえたら嬉しいという想いでつくりました。フェスを 「観る」

だけでなく、一緒につくる感覚を感じてもらえたのなら、それが何よりの成功です。

 「磐田」への想い
磐田は、 伝統も文化も、 人の温かさも、 挑戦心も持ち合わせた特別なま

ちです。 このまちで育まれてきたスポーツ文化、 ものづくり風土、 自然、 そ

して人の力は、 全国に誇れる財産だと思っています。 今回のフェスを通じ

て、「磐田にはこんなに素晴らしい力がある」 「このまちの未来は、 地域の

力でつくっていける」 そのことを改めて実感しました。 磐田は、 過去の延

長ではなく、未来に向かって進化できるまちです。その可能性を信じ、こ

れからも機会があれば地域の皆さまと共に未来を築くことに携われたら

と思っています。

元ラグビー選手 さん

五郎丸 歩

1986年生まれ。

元ラグビー日本代表フルバック。

正確なキックと独特のルーティン

で知られ、2015年ワールドカップ

で日本代表の躍進に貢献した。ヤ

マハ発動機ジュビロ（現・静岡ブル

ーレヴズ）に長年所属し活躍した。



EXILE AKIRA
フェス開催のきっかけフェス開催のきっかけ

地元を離れて約25年が経ち、時代も環境も移り変わり、地元の状況も変わりましたが、「このまちに音楽やエ

ンターテインメントが身近にあったらどれだけの子どもたちにきっかけと可能性と希望が生まれたか」 という、自分

なりの地元貢献を長年模索している中、五郎丸さんと意気投合し、磐田で夢を追った者と、磐田に背中を押して

もらった者として、共に盛り上げていこうとタッグを組ませていただきました。

フェスに込めた想いフェスに込めた想い
僕がダンスを始めた頃は、ダンサーもいなければ習う場所も情報も本当に少なかった。出会った仲間たちと手

探りで学び、夢物語な妄想と理想と現実の間で、とにかく自分たちの 「好きなモノへの情熱」 だけは絶やさず過ご

してきました。そして 「自分が夢を叶えた時、絶対に自分が育った故郷にさまざまな夢を見ることのできる、たくさ

んのきっかけ ・ 出会い ・ 挑戦の場をつくれるように成長したい」 と思っていました。この環境では夢は叶わないと

か、夢を追う子どもたちには思って欲しくありませんでした。

環境やきっかけは、自分たち次第でどうにでもなる！自分たちの信じる一歩が大きな夢への架け橋となる！不

可能を可能にしてきた自分の誇りと信念があったからこそ、磐田の子どもたちには微力ながらでもそれを体感し

てもらいたかったというのが一番の気持ちです。

故郷でのパフォーマンスについて故郷でのパフォーマンスについて
地元でパフォーマンスができ、率直に嬉しいです。地域の皆さまや地元の方々に、エンター

テインメントを通して少しでも社会貢献をしていくべく、エンターテインメントの分野だけで

なく、垣根を越えて地元 ・ 磐田市を支える各界、各ジャンルや市民の皆さまとタッグを

組みながら、皆さまが心ときめく、心躍る場にしたいと思っていました。皆さまの未来に

少しでも貢献できていたら幸いです。

また、自身としては夢を叶えたLDHという場所で出会った仲間たちと共に凱旋で

き、僕ら世代のお客様だけでなく、幅広い層の方々にも楽しんでいただけたことも嬉

しかったです。

「磐田」への想い「磐田」への想い
自分が育った故郷へ、夢を叶えた場で出会った仲間たちとともに凱旋

することで、微力ながら自分なりの地元貢献や恩返しにつながっていれば

幸いです。何より夢見る子どもたち、地元の皆さまにとってきっかけの場、

出会いの場、よき実践の場となっていただけたら何よりです。

これからも磐田市を誇りに自分もさらなる世界に挑戦し続けながら、また地

元 ・ 磐田市を盛り上げていけたらと思います！今回のフェスを皮切りにさらに

僕なりの地元貢献をたくさんお届けしていければと思っております。皆さま、今

後とも末永くよろしくお願いいたします！

パフォーマー /
　　プロデューサー さん
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磐田市の陸上養殖エビ磐田市の陸上養殖エビの未来の未来

磐田市で育てられている「エビ」
  市内にある２つの陸上養殖施設で、一般に 「バナメイエビ」 と呼ばれる種類が養殖されています。海

かい

幸
こう

ゆきのや合同

会社の 「幸
ゆき

えび」 と、 NTT グリーン＆フード株式会社の 「福
ふく

えび」 の 2 つのブランドです。 両ブランドとも、 瞬間

凍結により高い鮮度を維持しており、 生食できることも特徴です。

陸上で養殖する理由
従来の海面養殖は、 食べ残された餌や排泄物により海を汚染

してしまうという課題がありました。 そこでこの施設では 「閉鎖

循環式陸上養殖 （RAS）」 と呼ばれる、 施設内で使用した水を

海に排出せず、 高度な技術でろ過 ・ 殺菌 ・ 再利用を繰り返す方

法を採用しています。 外部環境に影響を与えない陸上養殖プー

ルで管理 ・ 制御されており、 海に優しいのが特徴です。 また、

微生物の浄化能力を利用する 「バイオフロック方式」 を採用して

おり、 水をほとんど交換せずに清浄な環境を維持しています。

トピックトピック

令和６年１２月、製造業に次ぐ新たな産業の創出のため企業を誘致した結果、国内最大級のエビの陸上養殖施設が完成し、

磐田市は"陸上養殖エビ"の一大産地となりました。新たな特産品"エビ"と、エビを使ったまちづくりについてご紹介します。

新たな特産品をご紹介！新たな特産品をご紹介！

栄養価の高い餌
えさ

を与えることで、 加熱時の

鮮やかな赤色と、 濃厚な旨味と食感を実現し

ています。 殻が柔らかいため加熱することで頭

から尻尾まで殻ごと食べられるのも特徴です。

幸えび

完全国産の種苗を使用し希少性が高く、 透

明感のある白さと甘みが特徴です。 出荷前に

「餌抜き」 を行うことで、 雑味のないエビ本来

の甘味を最大限に引き出す工夫をしています。

福えび

エビの養殖方法などを動画で紹介！
磐田市公務員 YouTuber 「ウメゴリ」 が、 エ

ビの陸上養殖施設に潜入した動画を、 市公式

YouTube で公開しています。 普段は滅多に見る

ことができない養殖施設内の様子などを紹介して

います。 ぜひご覧ください！ ▲市公式

   YouTube

▲陸上養殖プール
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磐田市は 「陸上養殖エビ」 を新たな特産品として位置づけ、 その魅力を PR しています。 この一大産地化を推進

するため、 エビ生産者だけでなく、 地元飲食店、 そして市民の皆さんを巻き込んだ 「共創」 により、 地場産業の活

性化など持続可能な地域活性化に取り組んでいます。

" 一大産地化 "に向けた今後の取り組み
新たな特産品である陸上養殖エビは、 最新の技術を用いた生産でありながら、 あまり知られていないのが現状です。

磐田のエビをより皆さんにとって身近な存在とするため、 今後も生産者と連携した出前授業などの食育活動を展開する

とともに、 さまざまな施策を通じた共創により、 地域全体で陸上養殖エビを盛り上げていきます。 また、 地元で食べら

れるお店を増やすなど、 特産品の認知度を向上させることで、 エビを通じて磐田市の魅力を全国に発信していきます。

①学校への出前授業
未来を担う子どもたちへの陸上養殖エビの周知と食育推進のため、

生産者と連携した食育出前授業を小学生や高校生向けに実施していま

す。 子どもたちは、日本の水産業を取り巻く環境の変化や、食の大切さ、

環境問題、 そして最先端の陸上養殖の取り組みなどを＂エビ＂を通じ

て学んでいます。

②えび丸ごと夢の料理コンテスト 2025
陸上養殖エビをより身近に感じてもらうため、 市民からオリジナル料理

を募集する 「えび丸ごと夢の料理コンテスト 2025」 を実施しました。 磐

田市の特産品とエビの組み合わせをテーマに、 市内小中学校などの児童生

徒を中心に 518 作品が寄せられ、 選ばれた 10 作品は地元料理人などの

協力により、 市内の飲食店で実際のメニューとして採用 ・提供されました。

「和食処なかや」さんでは、１月から「エビ海老芋フライ」を提供予定です。

③エビフェア in いわた 2025
2025 年 10 月に市制施行 20 周年記念事業 「エビフェア in いわた

2025」 を開催しました。 このフェアでは、 「エビすくい体験」 や 「エビ

スタンプラリー」 などの体験型イベントなどを通じて、 陸上養殖エビの魅

力発信、 認知向上を図りました。

スペシャルゲストに 「ケロポンズ」 が登場すると、 子どもたちは大盛り

上がりで名誉海老大使の草地市長と一緒に「エビカニクス」を踊りました。

地域活性化への取り組み　〜陸上養殖エビの一大産地へ〜

 

ト
ピ
ッ
ク　

新
た
な
特
産
品
を
ご
紹
介
！　

磐
田
市
の
陸
上
養
殖
エ
ビ
の
未
来
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

●�

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
4
0
0
万

円
以
下
、
か
つ
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
、

確
定
申
告
を
し
な
い
場
合
で
も
、
市
県
民

税
の
算
定
に
お
い
て
各
種
控
除

（
扶
養
控

除
、
医
療
費
控
除
な
ど
）
を
追
加
す
る
方

●�

自
営
業
の
方
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
、

土
地
を
売
っ
た
方
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
必
要
が
な
い
が
所
得
が
あ
る
方

●�

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
方

（
所
得
税
と

違
い
、
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

で
も
申
告
が
必
要
で
す
）

●�

令
和
7
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
が
、
所

得
に
関
す
る
証
明
や
各
種
申
請
手
続
き
な

ど
が
必
要
な
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

な
ど

申
告
書
作
成
・
提
出
の
方
法

●
自
宅
か
ら
の
e
‐
T
a
x

（電
子
申
告
） 

※�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡
単

に
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●�

名
古
屋
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
浜
松
西
分
室

（
〒
4
３
0

－

８
5
8
4　

浜
松
市
中
央
区
中

央
１

－

12

－

４ 
浜
松
合
同
庁
舎
）
へ
の
郵
送

※

「
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
」
に
よ
り
、

書
面
で
提
出
す
る
場
合
は
、
業
務
セ
ン

タ
ー
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

●�

確
定
申
告
会
場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
用
し
て
申
告

●�

市
役
所
の
市
県
民
税
申
告
会
場
に
設
置
の

提
出
箱
へ
直
接
提
出

●�

市
役
所
市
民
税
課

（
〒
４
３
８

－

８
６
５
０

国
府
台
３

－

１
）
へ
郵
送

●�

市
役
所
の
市
県
民
税
申
告
会
場
に
設
置
し

た
提
出
箱
へ
直
接
提
出

●
市
県
民
税
申
告
会
場
で
申
告

 

※�

申
告
書
用
紙
は
、
市
役
所
ま
た
は
各
支

所
で
入
手
す
る
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
作
成
・
印
刷
も
で
き
ま
す
。
ま
た
前

年
の
申
告
状
況
か
ら
対
象
と
思
わ
れ
る

方
に
２
月
上
旬
ご
ろ
に
案
内
を
発
送
し

ま
す

 

※�

令
和
8
年
度
申
告

（
令
和
7
年
分
の
収

入
の
申
告
）
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
経

由
し
て
、
個
人
住
民
税
の
電
子
申
告
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

申
告
会
場
へ
の
持
ち
物

 

申
告
書
を
申
告
会
場
で
作
成
す
る
方
は
、

次
の
書
類
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
◆
は
確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告
で
共
通

の
持
ち
物
で
す
。
★
は
市
県
民
税
申
告
の

方
は
不
要
で
す

ページ番号

1009035

確
定
申
告
・
市
県
民
税

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

２
月
16
日
〜
３
月
16
日
に
必
ず
申
告
を

市民税課

（本庁舎 1 階）

0538-37-4826

0538-33-7715

☎

FAX

 

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の
所
得
に
対
す
る
課
税
額
を
計

算
す
る
た
め
、
収
入
や
必
要
経
費
お
よ
び
控
除
な
ど
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

確
定
申
告
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
磐
田
税
務

署

（
☎
0
5
3
8

－

32

－

6
1
1
1　

自
動
音
声
案
内
で

「
0
番
」
を
選
択
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
県
民
税
申
告
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
民
税
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
納
税

が
必
要
に
な
る
方

●�

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
令
和

7
年
中
の
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万

円
を
超
え
る
方

●�

給
与
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
2
千
万
円

を
超
え
る
方

確
定
申
告

市
県
民
税
申
告

確
定
申
告

市
県
民
税
申
告

●�

給
与
を
1
カ
所
か
ら
受
け
、
給
与
・
退
職

所
得
以
外
の
各
種
所
得
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方

●�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
、
年
末
調

整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
、

給
与
・
退
職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金

額
と
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

●�

各
種
所
得
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除
を
差

し
引
い
て
算
出
し
た
所
得
税
額
が
配
当
控

除
な
ど
を
超
え
る
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
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◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
書
類

 
（次
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
１
つ
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
発
行
時
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド(

パ
ス

ワ
ー
ド
の
有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い)

 

署
名
用
電
子
証
明
書(

英
数
字
６
桁
〜
16
桁)

 

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書(

数
字
４
桁)

※
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
忘
れ
の
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の

キ
オ
ス
ク
端
末
で
初
期
化
、
再
設
定
で
き
ま
す

※
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

場
合
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
で
事

前
に
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

②
番
号
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書
類

※
番
号
確
認
書
類
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

あ
る
住
民
票
の
写
し
な
ど

※
身
元
確
認
書
類
は
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど

◆
源
泉
徴
収
票

（
給
与
や
公
的
年
金
の
所
得

が
あ
っ
た
方
）

◆
支
払
調
書

（報
酬
の
所
得
が
あ
っ
た
方
）

◆
事
業
所
得

（
営
業
・
農
業
な
ど
）、
不
動
産

所
得
な
ど
の
収
支
計
算
を
し
て
あ
る
収
支

内
訳
書

◆
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
額
が

確
認
で
き
る
も
の

◆
国
民
年
金
、
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

◆
寄
附
金
の
領
収
書
な
ど

（
ふ
る
さ
と
納
税
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
で

も
、
申
告
す
る
場
合
は
領
収
書
が
必
要
で
す
）

◆
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
障
害
等

級
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
費

控
除
の
明
細
書

（高
額
療
養
費
の
給
付
を
受

け
る
方
は
申
請
後
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

※
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
で
は
、
医
療

費
控
除
の
適
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
費

の
領
収
書
を
基
に
医
療
費
控
除
の
明
細
書

を
事
前
に
作
成
し
、
申
告
時
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い

◆
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
配
偶
者
な
ど
の
所
得
が
分
か
る
書
類

◆
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
被
害
を
受

け
た
住
宅
、
家
財
な
ど
の
資
産
の
明
細
や

保
険
金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の
、
罹り

災
証
明
書
、
災
害
な
ど
に
関
連
し
て
や
む

を
得
な
い
支
出
を
し
た
金
額
に
つ
い
て
の

領
収
書

★
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
そ
の
必
要
書
類

★
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

★
電
卓
と
筆
記
用
具

★
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
市
県
民
税
の

試
算
と
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す

 

2
月
２
日
㈪
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
給

与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
を
基
に

収
入
や
控
除
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
市
県
民

税
申
告
書
の
作
成
や
税
額
の
試
算
が
で
き
ま

す
。
作
成
済
み
の
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
方

は
、
資
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

申
告
会
場
で
は
内
容
の
確
認
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事前予約▶

※支所会場開催日は、 市役所(本庁舎)での申告受付は行いません

※市役所および支所では、 確定申告書の作成相談は行いません

会場 開催日 開設時間

市役所（本庁舎）
1階第 1会議室

2月16日㈪～3月16日㈪

※支所開催日、 土 ・日曜日、 祝日を除く

午前9時～ 11時30分

午後   1時～                  4時30分

竜洋支所 ３月３日㈫
午前9時～ 11時30分

午後   1時～                  3時                                           　
福田支所 ３月４日㈬

豊岡支所 ３月５日㈭

・�受け付けは先着順とし、 会場内の人数制限をさせていただきます。 市民ホールや車内でお待ちいただくことがあ

りますので、 防寒対策を行った上でお越しください。 なお、 混雑状況により、 やむを得ず受け付けをお断りさせて

いただく場合があります

・�一部事前予約を受け付けます。 （支所会場の予約はできません。 直接会場にお越しください）

   右記の二次元コードからアクセスし、 予約してください

会場 開催日 開設時間

福田中央交流センター
2月16日㈪～3月16日㈪

※土 ・日曜日、 祝日を除く
午前9時～午後5時

・�入場には、 入場整理券 （指定された日時のみ入場可能） が必要です。 入場整理券は当日の午前 8 時 30 分から

午後4時まで会場で配付します （定員に達した時点で配付終了）。 ＬＩＮＥでの事前入手もできますので

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください

・会場の状況などを福田中央交流センターへ問い合わせることはご遠慮ください

確定申告の会場と開催日

市県民税申告の会場と開催日

※駐車場の開錠時間は午前８時です。 開錠前の入口周辺道路での駐停車は、

  近隣住民の迷惑となりますのでご遠慮ください

国税庁 LINE
公式アカウント▶

事前予約▶
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ページ番号

1001845

令
和
７
年
度
い
わ
た
高
校
生

ま
ち
づ
く
り
研
究
所

研
究
テ
ー
マ

『
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
い
わ
た
を
つ
く
ろ
う
！
』

政策推進課

（本庁舎４階）

0538-37-4805

0538-36-8954

☎

FAX

北
高
校
）」
で
し
た
。
高
校
生
が
推
す
市
内
の

ス
ポ
ッ
ト
を
載
せ
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
製
作

し
、
市
内
の
飲
食
店
や
施
設
に
置
く
こ
と
で
、

待
ち
時
間
を
磐
田
の
魅
力
を
知
る
時
間
に
変
え

る
と
い
う
提
案
で
す
。

そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
公
共
施
設
の

新
し
い
活
用
方
法
に
関
す
る
提
案
や
特
産
品
に

着
目
し
た
提
案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

市
は
、
高
校
生
の
柔
軟
な
発
想
と
創
意
工

夫
を
生
か
し
て
、
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や

事
業
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
べ
き
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

「
い
わ
た
高
校
生
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
」
（
高
校

生
企
画
提
案
事
業
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
高

校
生
か
ら
の
提
案
は
、
こ
れ
ま
で
に
30
以
上
事

業
化
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
市
内
全
６
校
か
ら
７
グ
ル
ー
プ

57
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
は
、
提
案
の
説
得
力
を
高
め

る
た
め
、
地
域
の
企
業
や
お
店
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
試
作
品
の
製
作
、

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
調
査
研
究
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

企
画
提
案
発
表
会

11
月
22
日
㈯
、
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
で
企
画
提

案
発
表
を
行
い
、
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の

は

「
磐
田
の
魅
力
を
伝
え
る
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
」
を
提
案
し
た

「
い
わ
た
ひ
ろ
め
隊

（
磐
田

受賞名 ・ チーム名 高校名 提案内容

最優秀賞

いわたひろめ隊
磐田北高校

高校生のおすすめスポットを載せたランチョンマット

高校生がおすすめする市内のスポットを掲載したランチョンマットや磐田駅から歩けるカ

フェマップを作成し、 市内の飲食店や公共施設に置くことで、 退屈な待ち時間を磐田の

魅力を知る楽しい時間にする。

優秀賞

サイリウム
磐田北高校

公共施設の新しい活用方法

使われなくなった公共施設に着目し、 ドッグランなどを設置したペットと楽しめる施設や

体験型宿泊施設として整備することで、 市内外から人を呼び込む。

優秀賞

特殊部隊グランメゾン磐西
磐田西高校

新たな特産品 「養殖エビ」 の魅力発信

美味しくサステナブルな 「陸上養殖エビ」 について学んだり、 体験できるイベントの開

催や施設をつくり、 磐田市の新たな特産物としての知名度を上げる。

ＮＰＯ法人

わかもののまち

土
ど

肥
ひ

潤也さん

最優秀賞グループ
「いわたひろめ隊 （磐田北高校）」

講
師
講
評

今
年
度
の
研
究
所
で
は
、
「
主
観
と
客
観
を

区
別
し
て
考
え
る
こ
と
」
と

「
実
際
に
試
す

こ
と
」
の
２
点
を
特
に
強
調
し
ま
し
た
。
実
践

を
踏
ま
え
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
提
案
を
さ
れ

た
高
校
も
あ
り
、
大
変
印
象
深
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
高
校
生
が
主
役
と
な

り
、
大
人
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
グ
ル
ー
プ
コ
メ
ン
ト

今
回
の
活
動
で
、
自
分
た
ち
の
考
え
が
ラ

ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
と
い
う
形
に
な
り
、
誰
か
に

届
く
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
経
て
、
磐
田
の

良
さ
を
広
め
た
い
と
い
う
思
い
が
、
よ
り
一
層

強
ま
り
ま
し
た
。
（栗
本
紗
名
さ
ん
）
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緊
急
時
に
備
え
て
事
前
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

☎

FAX

ページ番号

1014433

障
が
い
者
の
緊
急
時
支
援

事
前
登
録
を
受
付
中

福祉相談課

（i プラザ３階）

0538-37- ４９１９

0538-36- １６３５

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
介
護
者
の

急
病
や
入
院
な
ど
で
１
人
で
過
ご
せ
な
い
場

合
に
、
短
期
入
所
施
設
な
ど
を
円
滑
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
事
前
登
録
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

緊
急
時
に
も
慌
て
ず
対
応
で
き
る
よ
う
、

事
前
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
対
象
者

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

②
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
と
診
断
さ
れ

た
方

③
指
定
難
病
と
診
断
さ
れ
た
方

登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
緊
急
時
に
円
滑
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

②
本
人
や
家
族
の
安
心
感
に
つ
な
が
る

次
世
代
を
担
う
人
材
獲
得
に

取
り
組
む
企
業
を
応
援

高
校
生
に
仕
事
や
企
業
の
魅
力
を
伝
え
ま
せ
ん
か
？

経済観光課

（西庁舎１階）

0538-37-4819

0538-37- ５０１３

☎

FAX

ページ番号

１００１７００ ・ １００９１９９

高
校
生
と
企
業
を
結
ぶ
交
流
授
業

市
は
、
企
業
が
学
校
へ
出
向
き
、
働
く
こ

と
の
や
り
が
い
や
企
業
の
魅
力
な
ど
を
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
、
地
元
企
業
へ
の
関
心
や
職
業
観

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
企
業

（４
月
に
募
集
予
定
）

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業

内
容市

内
高
等
学
校
の
１
～
２
年
生
と
の
交
流

交
流
授
業
の
実
施
時
期

各
学
校
の
予
定
に
よ
り
10
月
～
３
月
ご
ろ

高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

市
は
、
地
元
就
職
促
進
を
目
的
と
し
て
、

高
校
生
の
就
業
体
験
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
企
業

（随
時
募
集
）

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
な
ど

実
施
方
法

就
活
情
報
サ
イ
ト

「
磐
田
de
」
に
登
録
後
、

参
加
企
業
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
高
校

生
や
教
員
が
企
業
を
探
し
、
教
員
が
企
業
に

事
前
登
録

Q

A

&

Q　

登
録
す
る
に
は
？

A　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

方
は
、
担
当
の
相
談
支
援
専
門
員
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
し
て
い
な
い

方
は
福
祉
相
談
課
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー

プ
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Q　

登
録
す
る
内
容
は
？

A　

現
在
の
状
況
、
障
が
い
特
性
、
服
薬
情

報
、
緊
急
時
の
連
絡
体
制
な
ど
で
す
。

登
録
す
る
内
容
は
相
談
支
援
専
門
員
な

ど
と
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

登
録
す
る
と
受
け
ら
れ
る
支
援
は
？

A　

緊
急
時
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
情
報

を
基
に
、
一
時
的
な
受
入
施
設
の
調

整
・
手
配
な
ど
、
円
滑
な
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
大
規
模
災
害
時
は
、
支
援
の
対
象
外

問
い
合
わ
せ
、
条
件
が
合
え
ば
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

講
師
派
遣
事
業

市
は
、
企
業
の
取
り
組
み
や
働
く
方
の
生
き

方
・
職
業
観
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

（随
時
募
集
）

市
内
で
起
業
さ
れ
た
方
や
お
勤
め
の
方

内
容市

内
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

（
小

学
5
年
生
～
高
校
3
年
生
）
へ
の
講
義

講
義
の
実
施
時
期

随
時

（
学
校
が
講
師
一
覧
を
参
考
に
講
師
へ

連
絡
し
、
日
程
な
ど
を
調
整
し
ま
す
。）

※
各
事
業
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

◀

専用サイト

 　磐田ｄｅ
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資
源
ご
み
は

集
団
回
収
で
リ
サ
イ
ク
ル

☎

FAX

0538-37-4812

0538-37-９７９７

ごみ対策課

（磐田市クリーンセンター内）

資
源
集
団
回
収
と
は

自
治
会
や
子
ど
も
会
・
P
T
A
・
そ
の
他

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
な
ど
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
家
庭
か
ら
出
る
再
生
利
用
可
能
な

資
源
を
集
め
、
契
約
し
た
資
源
回
収
業
者
に

引
き
渡
す
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
す
。

古
紙
等
資
源
集
団
回
収
事
業
奨
励
金
と
は

市
は
事
前
に
登
録
し
た
団
体
に
対
し
、
回

収
し
た
資
源
物
の
売
却
金
と
は
別
に
、
市
か
ら

収
集
量
１
ｋｇ
に
つ
き
４
円
を
奨
励
金
と
し
て
団

体
に
交
付
し
ま
す
。
奨
励
金
の
対
象
品
目
は
、

古
紙

（新
聞
・雑
誌
・段
ボ
ー
ル
・牛
乳
パ
ッ
ク
・

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
紙
）、
空
き
缶
、
古
布
、
空
き

ビ
ン
で
す
。

令
和
６
年
度
の
回
収
実
績

令
和
６
年
度
は
、
資
源
集
団
回
収
に
よ
っ
て
、

１
１
３
団
体
か
ら
、
合
計
約
１
１
４
７
ト
ン
の

資
源
物
を
回
収
し
ま
し
た
。

ページ番号

１００１４６８
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険

健
康
管
理
で
医
療
費
節
約

国保年金課
（本庁舎１階）

0538-３７-４８３３

0538-３７-４７２３

☎

FAX

ご
自
身
の
医
療
費
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

令
和
６
年
度
の
磐
田
市
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
分
析
を
一
部
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
医
療
費
を
節
約
す
る
こ
と
で
、
将
来

的
な
国
民
健
康
保
険
税
の
増
加
を
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い

資
源
回
収
の
メ
リ
ッ
ト

・
ご
み
を
資
源
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る

・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
家
庭
ご
み
の
減

量
に
つ
な
が
る

・
売
却
金
や
奨
励
金
は
団
体
の
活
動
費
と
し

て
活
用
で
き
る

団
体
の
登
録
方
法

奨
励
金
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
団
体
登

録
が
必
要
で
す
。「
古
紙
等
資
源
集
団
回
収
団

体
登
録
申
請
書
」
を
ご
み
対
策
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請
す
る
か
、
ご
み
対
策
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ページ番号

１０１５９８４

年
々
増
え
る
医
療
費

磐
田
市
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
生
活
習
慣
の
改

善
や
健
康
管
理
を
心
が
け
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
や
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
し
な
い
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
ご

自
身
の
医
療
費
に
か
か
る
出
費
を
抑
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

医
療
費
の
確
認
方
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ご
自
身
の
医
療
費
を
確
認
で

き
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
通
知
で
も
確
認
で
き
ま

す
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
11
・
12
月
診
療
分

の
医
療
費
通
知
は
3
月
上
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎️

０
１
２
０ -

95-

０
１
７
８
）
へ

▲マイナ
　 ポータル

▲電子申請

▲令和６年度
　 医療費分析

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

未受診者受診者

令和４年度        令和６年度

32,522円

34,692円

34,000

32,000

(円)

令和４年度

33,924円

32,522円

34,692円

34,000

32,000

(円)

令和５年度 令和６年度

一人あたりの毎月の医療費
（磐田市　国民健康保険）

【令和６年度国民健康保険事業状況報告書より集計】
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ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田

メ
モ
リ
ア
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催

☎

FAX

0538-37-4832

0538-37-5034

スポーツのまち推進課

（本庁舎２階）

11
月
30
日
㈰
、
磐
田
市
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ

「第
28
回
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
メ
モ
リ
ア
ル

マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
「笑
顔
で
磐
田
を
う
め
つ
く
せ
！
」
の
も
と
、

市
内
外
か
ら
約
６
６
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出

場
し
、
秋
の
磐
田
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

今
大
会
は
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
阿あ

部べ

航こ
う

斗と

選

手
が
3
㎞
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
タ
ー
を
務
め
た
ほ

か
、
磐
田
市
市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
て

O
B
の
太お

お

田た

吉よ
し

彰あ
き

さ
ん
、
成な

る

岡お
か

翔し
ょ
う

さ
ん
が
ラ

ン
ナ
ー
と
一
緒
に
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し
た
。
ま

た
、
O
B
の
武た

け

田だ

修の
ぶ

宏ひ
ろ

さ
ん
、
福ふ

く

西に
し

崇た
か

史し

さ

ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
大
い
に

会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

当
日
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
約
２
５
０
０
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、
沿
道
か
ら
拍
手

で
応
援
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多

く
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
無
事
大
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
範
囲
に
わ
た
る
交
通

規
制
へ
の
ご
理
解
も
含
め
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
来
年
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
26
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
が
、
12
月
６
日
㈯
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
の
第
１

走
者
が
午
前
10
時
に
県
庁
前
を
ス

タ
ー
ト
し
、
静
岡
県
草
薙
総
合
運

動
場
陸
上
競
技
場
ま
で
の
42
・

１
９
５
㎞
を
12
人
で
襷
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

磐
田
市
チ
ー
ム
は
現
地
に
駆
け
つ

け
た
応
援
団
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
ど
の
選
手
も
力
強
く
駿
河
路

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
２
時
間
17

分
42
秒
と
市
の
部
11
位
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。
13
位
だ
っ
た
前
大
会
よ
り

も
大
幅
に
記
録
を
伸
ば
し
、
敢
闘

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

第
７
区
の
温
井
康
太
選
手
が
市

の
部
の
区
間
賞
を
獲
得
す
る
快
走

を
見
せ
る
な
ど
、
ど
の
選
手
も
今

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
襷

に
思
い
を
込
め
て
走
り
ま
し
た
。

磐
田
路
を
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
駆
け
抜
け
ま
し
た

し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

市
の
部
11
位

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
胸
に
襷

た
す
き

を
つ
な
ぎ
ま
し
た

スポーツのまち推進課

（本庁舎 2 階）

0538-37-4832

0538-37-5034

☎

FAX

区
間

選
手

所
属

１
区

中な
か

村む
ら　

実み

の

り莉

豊
岡
中
２
年

２
区

ヌ
ー
ニ
ェ
ス 

茅か
や

野の 

レ
オ
ン

東
部
小
６
年

３
区

氏う
じ

原は
ら　

梨り

結ゆ

豊
田
東
小
６
年

４
区

宮み
や

嶋じ
ま　

萌め

衣い

常
葉
大
附
属
菊
川
高
１
年

５
区

河か

わ

い合　

拓た
く

杜と

浜
松
開
誠
館
高
２
年

６
区

鈴す
ず

木き　

清き
よ

志し

浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス

７
区

温ぬ
く

井い　

康こ
う

太た

神
明
中
３
年

８
区

山や
ま

中な
か　

穂ほ

乃の

花か

豊
田
中
２
年

９
区

星ほ
し

野の　

梨り

空く

東
部
小
６
年

10
区

吉よ
し

長な
が　

日ひ

向な

子こ

浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス

11
区

永な
が

井い　

優ゆ
う

汰た

浜
松
商
業
高
２
年

12
区

峐は
げ

下し
た　

拓た
く

斗と

N
T
N

７区区間賞

を獲得した

温井選手

◀

◀

一斉にスタート

する選手たち
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全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
て
み
て

藤
雄　

入
学
し
た
時
か
ら
全
員
で

「
全
国
制

覇
」
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
本
番
当
日
は
日
頃
の

成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
必
死
だ
っ
た
の
で
、

決
ま
っ
た
瞬
間
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
こ
の

よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

今
ま
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
一
緒

に
練
習
し
て
き
た
仲
間
、
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

冨
樫　

同
じ
く
優
勝
し
た
瞬
間
は
、
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
試

合
が
終
わ
り
、
先
輩
た
ち
と
話
し
て
い
く
う

ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
実
感
と
う
れ
し
さ
が
込

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

磐
田
東
高
校
剣
道
部
の
強
み

藤
雄　

先
輩
後
輩
の
立
場
に
関
係
な
く
、
お
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
気
軽
に
接
し
合
う
こ
と

で
、
自
然
に
親
し
い
関
係
が
築
け
て
い
る
こ
と

が
チ
ー
ム
力
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

剣
道
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

藤
雄　

剣
道
部
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は

「
初
志
貫
徹
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
全
員
で

日
本
一
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

日
々
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

冨
樫　

先
輩
た
ち
が
引
退
し
新
チ
ー
ム
と
し

て
動
き
出
し
た
の
で
、
チ
ー
ム
づ
く
り
の
一

つ
と
し
て

「
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
」
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は
仲
が
良
く
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
稽
古
の
時
に
は

気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

藤
雄　

こ
れ
か
ら
は

「
日
本
一
に
な
っ
た
剣

道
部
」
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
、
剣
道
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
も

自
信
を
持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
で
す
。
今

回
の
優
勝
を
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
次
へ
の
ス

タ
ー
ト
に
し
て
、
連
覇
に
向
け
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

新
体
制
で
の
新
た
な
目
標

冨
樫　

「
全
国
連
覇
」
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
今
の
私
た
ち
が
い
る
の
は
、
指
導
し

て
く
だ
さ
る
先
生
方
、
支
え
て
く
れ
る
家

族
、
応
援
し
て
く
れ
る
地
域
の
方
々
、
一

緒
に
練
習
を
す
る
仲
間
が
い
る
か
ら
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
先
輩
か
ら
引

き
継
ぐ
来
年
度
の
目
標
で
あ
る

「
全
国
連

覇
」
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
チ
ー
ム
で
団
結
し
な
が
ら
、
剣
道
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

2025年８月に行われた「令和７年度全国

高等学校総合体育大会剣道大会」で、静岡

県勢初となる団体優勝を達成し、大会最優

秀選手にも輝いた前主将の藤雄龍來さん

(3年)、現主将の冨樫遵乃介さん(2年)に、

全国大会の振り返りや今後の目標などにつ

いてお話を聞きました。

磐田東高等学校
剣道部男子

令和７年度全国高等学校総合体育大会

剣道大会　男子団体の部　優勝

【後列左から】

冨樫 遵
じゅん

乃
の

介
すけ

さん（２年）、石田絋
こう

世
せい

さん（３年）、松木龍太郎さん（３年）

寺田康太郎さん（３年）、谷垣慶太郎さん（３年）、藤雄龍
る

來
く

さん(３年)

【前列】

増尾桔平さん（３年）
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な
お
、
厚
生
労
働
省
な
ど
は
、
賃
金
引
き
上

げ
や
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
の
各
種

支
援
策
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
活
用
い
た

だ
き
、
新
し
い
最
低
賃
金
へ
の
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
静
岡

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問○
静
岡
労
働
局
賃
金
室

　

☎
0
5
4

－

2
5
4

－

6
3
1
5

　

磐
田
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
32

－

2
2
0
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
2
2
6
1

労
働
保
険
の
成
立
手
続
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

「
労
働
保
険
」
と
は
、「
労
働
者
災
害
補
償
保

険
(
労
災
保
険
)
」
と
「
雇
用
保
険
」
を
総
称
し

た
言
葉
で
あ
り
、
常
勤
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
名
称
や
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
は
原

則
、
強
制
適
用
事
業
で
あ
り
、
成
立
手
続
を
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
手
続
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に
都
道
府
県
労

働
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
労
働
保
険

特
設
サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問○
静
岡
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
0
5
4

－

2
5
4

－

6
3
1
6

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
専
用
の
番
号
で
す

　

緊
急
を
要
す
る
事
件
・
事
故
は
「
１
分
１
秒

で
も
早
い
通
報
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
を
要
し
な
い
相
談
・
要
望
・
意

見
な
ど
は
、
磐
田
警
察
署
ま
た
は
最
寄
り
の
交

番
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問○
磐
田
警
察
署
☎
37

－

０
１
１
０

　

警
察
相
談
専
用
電
話
＃
９
１
１
０

１
１
８
番
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

警
察
の
１
１
０
番
、
消
防
の
１
１
９
番
と
同

じ
よ
う
に
、
海
上
保
安
庁
に
も
緊
急
通
報
用
番

号
「
１
１
８
番
」
が
あ
り
ま
す
。
１
１
８
番
は
、

海
で
の
事
件
・
事
故
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
12
年
５
月
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
海
で
事
件
・
事
故
が
あ
っ
た
時
は

１
１
８
番
に
電
話
を
か
け
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

「
何
が
起
き
た
の
か
」
を
落
ち
着
い
て
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問○
御
前
崎
海
上
保
安
署

　

☎
０
５
４
８

－

63

－

4
9
9
9

磐
田
市
勤
労
者
教
育
資
金
貸
付
制
度

　
勤
労
者
(
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
)
、

そ
の
家
族
が
大
学
な
ど
へ
の
進
学
時
ま
た
は

在
学
中
に
教
育
へ
充
て
る
資
金
と
し
て
、
労
働

金
庫
と
市
が
協
調
し
て
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

▼
融
資
対
象
／
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方　

①
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
１
年

以
上
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方　

②
本
人
、

配
偶
者
お
よ
び
生
計
中
心
者
の
前
年
の
年
間

合
計
所
得
金
額
が
1
0
0
0
万
円
以
下
の
方　

③
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が
大
学
な
ど
に
入

学
見
込
み
ま
た
は
在
学
中
で
あ
る
方　

④
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方　

▼
融
資
限
度
額
／

2
0
0
万
円
(
学
生
１
人
に
つ
き
)　

※
10
万

円
単
位　

▼
金
利
／
1.8
％
(
固
定
金
利
)　

▼

受
付
期
間
／
3
月
末
日
ま
で　

▼
そ
の
他
／

詳
し
く
は
ろ
う
き
ん
磐
田
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
ご
確
認
く
だ
さ
い

問○
ろ
う
き
ん
磐
田
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
34

－

3
3
1
1　

℻
34

－

3
3
4
4

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
2
2
6
6

静
岡
県
の

「
特
定
最
低
賃
金
」
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
の
特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
12
月
21
日
か
ら
改
正
さ
れ
、「
静
岡

県
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
製
造
業
」
は
１
１
１
７
円
、

「
静
岡
県
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器

具
、
業
務
用
機
械
器
具
、
輸
送
用
機
械
器
具
製

造
業
」
は
、
１
１
３
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

所
得
証
明
書
お
よ
び

所
得
課
税
等
証
明
書
の
発
行

　

前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
の
所
得
証

明
書
お
よ
び
所
得
課
税
等
証
明
書
の
発
行
に

つ
い
て
は
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、
即
日
で
所
得
証

明
書
な
ど
を
発
行
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
収
入
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
市
民

税
・
県
民
税
申
告
書
の
提
出
か
ら
所
得
証
明

書
な
ど
の
発
行
ま
で
に
最
長
１
カ
月
半
程
度

か
か
り
ま
す
。
所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要
な

方
は
、
余
裕
を
持
っ
て
市
民
税
・
県
民
税
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問○
市
民
税
課
☎
37

－

3
7
6
7

　
　
　
　
　

℻
33

－

７
７
１
５

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
3
8
1

お
知
ら
せ

▲ホーム
　 ページ

▲特設
　 サイト

https://jsite.mhlw.go.jp/shizuoka-roudoukyoku/roudoukyoku/roudou/chingin.html
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/hoken/tokusetusaito.html


※掲載内容は12月24日時点の情報です
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条
件
な
ど
)
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
職
員
課
(
〒
4
3
8

－

8
6
5
0　

国
府
台

3

－

1　

本
庁
舎
3
階
)
へ　

▼
そ
の
他
／
報

酬
な
ど
は
職
種
や
勤
務
条
件
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
選
考
の
際
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
は
取
り
消
し

の
申
し
出
を
受
け
る
ま
で
最
長
1
年
間
保
管

し
、
登
録
さ
れ
ま
す

問○
職
員
課
☎
37

－

4
8
0
7

　
　
　
　

℻
37

－

4
8
2
9

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
7
7
7
7

令
和
９
年
度
市
立
総
合
病
院
の
職
員
を
募
集

▼
採
用
職
種
／
①
薬
剤
師　

②
救
急
救
命
士　
　

▼
募
集
人
数
／
①
2
人　

②
１
人　

▼
試
験

日
／
3
月
28
日
㈯　

▼
採
用
日
／
①
令
和
９

年
４
月
１
日
㈭　

②
随
時　

▼
募
集
締
切
／

３
月
６
日
㈮
午
後
４
時
ま
で　

▼
そ
の
他
／

受
験
資
格
、
応
募
条
件
、
応
募
書
類
な
ど
詳
し

く

は

市

立

総

合

病

院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問○
病
院
総
務
課
☎
38

－

5
0
3
2

          　
　

  

℻
38

－

5
0
5
0

統
計
調
査
員
を
募
集

　

世
帯
・
事
業
所
な
ど
の
現
状
を
把
握
す
る

た
め
の
各
種
統
計
調
査
に
従
事
す
る
統
計
調

査
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
登
録
要
件
／
①
20
歳
以
上
の
方　

②
責
任
を

持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
方　

③
秘
密

を
保
持
で
き
る
方　

④
税
務
・
警
察
・
選
挙
に

直
接
関
係
の
な
い
方　

▼
報
酬
／
約
３
〜
６
万

円
(
調
査
の
内
容
、
期
間
、
件
数
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
)　

▼
申
込
／
直
接
、
ま
た
は
郵
送
、

電
子
申
請
で
総
務
課
(
〒
４
３
８

－

8
6
0
1　

上
新
屋
3
0
4
 
ア
ミ
ュ
ー

ズ
豊
田
内
)
へ　

※
随
時
募

集
し
て
い
ま
す

問○
総
務
課
☎
37

－

2
1
2
0

　
　
　
　

℻
37

－

2
1
2
3

磐
田
市
観
光
大
使
を
募
集

　

市
民
の
代
表
と
し
て
磐
田
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
磐
田
市
観
光
大
使
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
広
く
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
／
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

②
平
成
20
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方　

③
1
年
間
市
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き

る
方　

▼
申
込
／
2
月
20
日
㈮
ま
で
に
応
募

用
紙
(
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
)
を
磐
田
市
観
光
協
会
(
〒
4
3
8

－

0
0
7
8

　

中
泉
１

－

１

－

５
)
へ
郵
送

(
必
着
)
ま
た
は
電
子
申
請
で

選
考
会

▼
と
き
／
3
月
８
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜　

▼
と
こ
ろ
／
応
募
者
へ
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す　

▼
そ
の
他
／
賞
金

10
万
円
、
参
加
賞
1
万
円

ほ
か
賞
品
多
数
あ
り

問○
磐
田
市
観
光
協
会
☎
・
℻
33

－

1
2
2
2

　

経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

▼
申
込
／
１
月
30
日
㈮
〜
２
月
6
日
㈮
に
電

子
申
請
ま
た
は
直
接
建
築
住
宅
課
(
西
庁
舎
2

階
)
へ　

▼
そ
の
他
／
募
集
団
地
や
部
屋
タ
イ

プ
、
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問○
建
築
住
宅
課
☎
37

－

4
8
5
1

　
　
　
　
　
　

℻
33

－

2
0
5
0

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
5
0
4

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
を
募
集

▼
対
象
／
市
内
緑
化
団
体
(
自
治
会
、
花
の
会

な
ど
)、
事
業
所
、
学
校
が
管
理
し
て
い
る
花

壇
(

3.3
㎡
以
上
)、
プ
ラ
ン
タ
ー
(
長
さ
60
cm

程
度
、
20
個
以
上
)　

▼
申
込
／
３
月
６
日
㈮

ま
で
に
電
子
申
請
ま
た
は
都
市
整
備
課
に
あ

る
参
加
申
込
書
(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
)
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
ま
た
は
F
A
X
で
緑
化
推

進
委
員
会
(
西
庁
舎
１
階　

都
市
整
備
課
)
へ

問○
都
市
整
備
課
☎
37

－

４
８
０
６

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

8
6
9
0

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
３
１
３
５

「国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（日
本
政
策
金
融
公
庫
）

の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資

制
度
で
す
。

▼
融
資
限
度
額
／
３
５
０
万
円
(
子
ど
も
１
人

に
つ
き
)　

▼
金
利
／
３
.
15
％
(
固
定
金
利
)　

※
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在　

▼
そ
の
他
／

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
し

て
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問○
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

0
5
7
0

－

0
0
8
6
5
6
(
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
)

　

☎
03

－

5
3
2
1

－

8
6
5
6

磐
田
市
の
非
常
勤
職
員

（
会
計
年
度
任
用

職
員
）
を
募
集

（
登
録
制
度
）

　

非
常
勤
職
員
(
会
計
年
度
任
用
職
員
)
の
候

補
者
と
し
て
登
録
を
希
望
す
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
市
か
ら
連
絡
し
、

面
接
に
よ
る
選
考
の
上
、
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
／
一
般
事
務
な
ど　

▼
雇
用
期

間
／
4
月
〜
令
和
９
年
3
月
の
任
意
期
間　

▼
申
込
／
履
歴
書
(
任
意
様
式
)
に
必
要
事
項

(
希
望
職
種
、
保
有
資
格
、
職
務
経
験
、
勤
務

▲ホーム
   ページ

▲電子申請▲電子申請

▲ホーム
   ページ

　

募
集

▲電子申請

▲ホーム
　 ページ

https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/ippan.html?utm_source=xxx&utm_medium=qr&utm_campaign=09_22_02_hamamatsu
https://www.hospital.iwata.shizuoka.jp/recruit/
https://logoform.jp/form/dWNN/91792
https://kanko-iwata.jp/kankou-taishi/
https://logoform.jp/form/dWNN/514137
https://logoform.jp/form/dWNN/1356128
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市
内
県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
県
内
の
公
営
住
宅
関
係
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
「
県
営
住
宅

の
ご
案
内
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問○
静
岡
県
住
宅
供
給
公
社
西
部
支
所

　

☎
0
5
3

－

4
5
5

－

0
0
2
5

令
和
７
年
度
小
動
物
慰
霊
祭

 

不
慮
の
事
故
や
疾
病
な
ど
で
亡
く
な
っ
た

犬
や
猫
な
ど
の
小
動
物
の
霊
を
慰
め
る
と
共

に
、
動
物
を
愛
す
る
心
を
育
み
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
３
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
〜

(
午
後
１
時
受
付
開
始
)　

▼
と
こ
ろ
／
福
王

寺
(
城
之
崎
４
丁
目
２
７
２
２

－
1
)　

▼
申

込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

▼
そ
の
他

／
お
布
施
は
不
要
で
す

問○
(
一
社
)
静
岡
県
動
物
保
護
協
会
磐
田
支
部

(
環
境
課
内
)
☎
37

－

２
７
０
２

 

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

５
５
６
５

在
宅
ケ
ア
普
及
啓
発
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
と
き
／
２
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
(
午
後
１
時
開
場
)　

▼
と
こ
ろ
／

浜
松
市
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー　

1
階
・
ホ
ー

ル
(
浜
松
市
中
央
区
中
央
１
丁
目
12

－

７
)　

▼
対
象
／
県
内
在
住
の
方　

▼
内
容
／
「
お
い

し
く
食
べ
て
元
気
塾
!!
」　

１
限
目
「
い
つ
ま

で
も
食
べ
続
け
ら
れ
る
歯
を
残
す
た
め
に
」　

２
限
目
「
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」　

３
限
目
「
あ
な
た
の
お
悩
み
お
答
え
し
ま
す
」　

▼
講
師
／
小お

　
が
い粥

江
利
子
氏
(
歯
科
衛
生
士
)　

▼
定
員
／
先
着
１
０
０
人　

▼
入
場
料
／
無

料　

▼
申
込
／
２
月
6
日
㈮

午
後
４
時
ま
で
に
電
話
ま
た

は
F
A
X
、
電
子
申
請
で

問○ 

 
(
一
社
)
静
岡
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
協
議
会

　

☎
0
5
4

－

2
9
7

－

3
3
1
1

　

℻
0
5
4

－

2
9
7

－

3
3
1
２

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
会

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を

磐
田
市
介
護
相
談
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
２
月
7
日
㈯　

午
後
１
時
〜
５
時　

▼
と
こ
ろ
／
i
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室　

▼
対
象

／
市
内
介
護
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
ご

家
族
、
市
内
在
住
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
(
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
)
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ご
本
人
ま
た

は
ご
家
族　

▼
費
用
／
無
料　

▼
申
込
／
２
月
4
日
㈬
ま
で

に
電
話
ま
た
は
電
子
申
請
で

問○
高
齢
者
支
援
課
☎
37

－

4
8
6
9

 

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

6
4
9
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
１
７
５
０

本
人
と
家
族
の
た
め
の

若
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

 

働
き
た
い
け
ど
働
け
な
い
若
者
向
け
に
、
働

く
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
基
調

講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
相
談
員
や
サ

ポ
ー
タ
ー
が
対
応
す
る
個
別
相
談
会
で
す
。

▼
と
き
／
２
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
(
受
付
開
始
１
時
15
分
)　

▼
と
こ

ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

視
聴
覚
室　

▼
対

象
／
現
在
無
職
で
就
活
に
踏
み
出
せ
な
い
方

ま
た
は
そ
の
ご
家
族　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

▼
そ

の
他
／
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

問○
N
P
O
法
人
青
少
年
就
労
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
静
岡
事
務
局

　

☎
37

－

１
３
５
１

※展示室西は14m×8m、東は8m×8m　全室の使用不可

▶開場時間／火～金曜日　午前9時～午後6時、土・日曜日・祝日　午前9

時～午後5時　▶条件／①公共性の高いもので、市内に活動拠点を置く団体　

②芸術・文化の振興に寄与する内容　③展示室のスペースを効果的に使用

して展示できる　④複数の異なる団体の共同使用は不可　⑤公序良俗に反

しない　⑥営利目的でない　⑦宗教活動および政治活動でない　▶募集枠／

各期間、各室1団体（計26団体）　▶使用料／無料　▶申込／詳細を市ホー

ムページで確認後、1月30日㈮午後５時までに必要書類を中央図書館へ（1

月27日㈫〜1月30日㈮は南東の職員用出入口(赤い扉)へ）　※申込多数

の場合は2月7日㈯午後3時に中央図書館で抽選　▶その他／搬入・搬出は

展示期間の前後（展示期間が4日間の日程あり。詳細は打ち合わせにて決定）

問○中央図書館☎32-5254　℻32-5154　ページ番号：1008955

中央図書館展示室の利用団体を募集

展示期間 展示室 展示期間 展示室

4月 １日㈬ ～ ５日㈰ 西／東 10月 7日㈬～ 11日㈰ 西／東

4月 ８日㈬ ～ 12日㈰ 東 10月 14日㈬～ 18日㈰ 西／東

4月 15日㈬ ～ 19日㈰ 東 10月 21日㈬～ 25日㈰ 西／東

4月22日㈬ ～ 26日㈰ 西／東 12月 16日㈬～ 20日㈰ 東

5月 20日㈬ ～ 24日㈰ 西／東 12月 23日㈬～ 27日㈰ 西／東

6月 3日㈬ ～ 7日㈰ 西 令和9年
1月 6日㈬～ 10日㈰

西／東
6月 24日㈬ ～ 28日㈰ 西／東

7月 8日㈬ ～ 12日㈰ 西 2月 3日㈬～ 7日㈰ 西

9月 16日㈬ ～ 20日㈰ 東 3月 24日㈬～ 28日㈰ 東

▲ホーム
   ページ

催
し

▲電子申請

▲ホーム
　 ページ

▲電子申請

https://www.sjkk.or.jp/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeb1P0RJrpnj2ZGex1G6ysvnnP3zE1mc6qwzJB75bNOIivOTw/viewform
https://logoform.jp/form/dWNN/kaigosodan
https://www.birukan.jp/workpia/event/24/
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 ワ

ン
コ
イ
ン 

DE 

ま
な
ぶ　

知
っ
て
お
き
た
い
！
公
的
介
護
保
険

　

40
代
か
ら
始
め
る
、
介
護
に
直
面
し
た
時
に

慌
て
な
い
準
備
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

家
族
で
学
ぶ
み
ん
な
の
介
護
保
険
入
門
で
す
。

▼
と
き
／
2
月
7
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時

45
分　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

視

聴
覚
室　

▼
対
象
／
介
護
保
険
料
の
支
払
い

が
は
じ
ま
っ
た
40
代
以
上
の
本
人
と
配
偶
者

や
そ
の
親
世
代
の
方
や
公
的
介
護
保
険
に
つ

い
て
、
改
め
て
知
っ
て
お
き
た
い
方　

▼
定
員

／
先
着
30
人　

▼
受
講
料
／

5
0
0
円　

▼
申
込
／
１
月

31
日
㈯
ま
で
に
電
子
申
請
で

問○
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
☎
36

－

8
3
8
1　

 
 

　

　

　

　

　

　

　

 

 
 

 ℻
36

－

8
3
8
3

令
和
7
年
度

磐
田
市
こ
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
大
会

　

「
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働

－

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
可
能
性

－

」
を
テ
ー
マ

に
学
び
ま
す
。

▼
と
き
／
2
月
9
日
㈪　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼
講
師
／
市
川
重
彦
氏
(
社
会
教
育
士
、
川

口
市
立
鳩
ヶ
谷
中
学
校
長
)　

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
申

込
／
２
月
５
日
㈭
ま
で
に

電
子
申
請
で

問○
自
治
デ
ザ
イ
ン
課
☎
37

－

２
１
１
８

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
32

－

2
3
5
3

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
相
談
会

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
住
宅
を
新
築
ま
た

は
購
入
し
た
方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
に
よ

り
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
(
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
)
の
手
続
き
を
行
う
と
、
源
泉
徴
収
税
額
か
ら

還
付
さ
れ
る
(
ま
た
は
納
付
税
額
が
減
少
す
る
)

場
合
が
あ
り
ま
す
。
給
与
所
得
者
の
方
を
対
象

に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
10
日
㈫
・
12
日
㈭
・
13
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
と
こ
ろ
／
福
田

中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

　
▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
(
発
行
時

に
設
定
し
た
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
も
必
要
)、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
そ
の
他
必
要
書
類　

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い　

▼
そ
の
他
／
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す　

※

事
前
予
約
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
友
だ
ち
追
加
し
て
い
た
だ
く
と
、
来

場
の
14
日
前
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
当

日
午
前
９
時
か
ら
会
場
で

も
配
布
し
ま
す
(
定
員
に

達
し
次
第
終
了
)

問○
磐
田
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

☎
32

－

6
1
1
4

浜
松
・
磐
田
・
湖
西 

就
職
フ
ェ
ア

　

静
岡
県
西
部
地
域
の
企
業
60
社
と
浜
松
・

磐
田
・
湖
西
市
役
所
が
出
展
し
ま
す
。
若
手

社
員
と
の
座
談
会
を
は
じ
め
、
就
職
相
談
や

性
格
診
断
ブ
ー
ス
も
設
置
し
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
11
日
㈷　

正
午
〜
午
後
５
時

(
受
付
開
始
午
前
11
時
40
分
)　

▼
と
こ
ろ
／

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松　

展
示
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
(
浜
松
市
中
央
区
中
央
３

－

12

－

１
)　
▼

対
象
／
求
職
者
(
大
学
な
ど
の
学
生
お
よ
び

お
お
む
ね
45
歳
以
下
の
転
職
・
再
就
職
希
望

者
)　

▼
内
容
／
若
手
社
員
と
の
座
談
会
(
学

生
限
定　

定
員
先
着
20
人
ま
で
)
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
(
ど
な
た
で
も
参
加
可

能
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
専
用
サ
イ
ト

か
ら
申
し
込
み

問○
㈱
東
海
道
シ
グ
マ
浜
松
支
店

　

☎
０
１
２
０

－

０
３
４

－

０
３
６

　

℻
0
５
４

－

２
５
２

－

３
０
０
１

　

経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
5
3
3
8

歴
史
文
書
館
第
29
回
企
画
展
と

歴
史
学
習
会

企
画
展
「見
付
大
久
保
家
を
彩
っ
た
人
々
」

　

見
付
の
淡お

う

み海
国く

に

玉た
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

の
神
職
を
務
め
た

大
久
保
家
の
歴
史
を
展
示
資
料
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
11
日
㈷
〜
２
月
15
日
㈰　

午

前
9
時
〜
午
後
6
時
(
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は

午
後
5
時
ま
で
)　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館　

展
示
室
　
▼
参
加
費
／
無
料

歴
史
学
習
会
「磐
田
文
庫
と
遠
州
国
学
」

（目
録
調
査
を
め
ぐ
っ
て
）

　

磐
田
文
庫
と
遠
州
国
学
と
の
関
わ
り
な
ど

に
つ
い
て
講
師
の
先
生
方
に
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
聴
講
者
の
方
と
の
意
見
交
換
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
11
日
㈷　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
2
階　

視
聴
覚

ホ
ー
ル　

▼
講
師
／
天
野
忍
氏
(
元
静
岡
県
立

中
央
図
書
館
長
)、
鈴
木
健
多
郎
氏
(
国
学
院
大

学
研
究
開
発
推
進
機
構
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
・
宗

教
学
博
士
)　
▼
定
員
／
先
着
１
０
０
人　

▼
参

加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
１
月
17
日
㈯
〜
２
月

６
日
㈮
に
電
子
申
請
で　

▼

そ
の
他
／
駐
車
場
は
、
会
場
南

側
の
J
A
遠
州
中
央
農
協
へ

問○
歴
史
文
書
館
☎
66

－

9
1
1
2

　
　
　
　
　
　

℻
66

－

9
7
2
2

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
5
9
7
9

第
2
回
掛
塚
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

空
き
家
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
第
１
回
で
出

た
ア
イ
デ
ア
の
実
現
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

▼
と
き
／
２
月
14
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
竜
洋
西
会
館　

▼
対
象
／
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
定
員
／
抽
選
40

人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申

込
／
２
月
12
日
㈭
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
子
申
請
、
電
話
で

問○
建
築
住
宅
課
☎
37

－

4
8
5
1

　
　
　
　
　
　

℻
33

－

2
0
5
0

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
０
１
５
８
５
９

▲ホーム
   ページ

▲電子申請

▲電子申請

▲専用
　 サイト

▲電子申請

▲電子申請

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScYCzX6TiwA4jqcSBhcZam1-Z5ueOai3V3qZYwYb7-PFjE5xQ/viewform?usp=send_form
https://logoform.jp/f/PBgsr
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/koho/kurashi/html/05_1.htm
https://iwata-de.resv.jp/contents/punit_dtl.php?x=1761873802&keyid=221&pkind=20&query_string=cGtpbmQ9MjAmYW1wO3g9MTc2MTg3Mzc4NQ==
https://logoform.jp/f/8GsNY
https://logoform.jp/form/dWNN/1349602
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 上

級
救
命
講
習
お
よ
び
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▼
と
き
／
①
上
級
救
命
講
習
：2
月
14
日
㈯　

午

前
9
時
〜
午
後
4
時　

②
普
通
救
命
講
習
I
：

3
月
13
日
㈮　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
磐
田
市
消
防
署
３
階
大
会
議
室　

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方　

▼
内
容
／
①
新
生
児
か
ら
成
人
を

対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど　

②
主
に
成
人

を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど　

※
①
②
オ

ン
ラ
イ
ン
事
前
学
習
が
必
要
(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照
)　

▼
定
員
／
先
着
各
15
人　

▼
受
講
料

／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
動

き
や
す
い
服
装
、
マ
ス
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前

学
習(

①
上
級
救
命
講
習
編
、
②
普
通
救
命
講

習
編)

の
受
講
証
明
書　

▼
申
込
／
１
月
22
日

㈭
か
ら
講
習
会
３
日
前
の
午

後
５
時
15
分
ま
で
に
、
電
子

申
請
ま
た
は
電
話
で

問○
消
防
本
部
救
急
課
☎
36

－

9
9
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
36

－

0
9
5
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
1
6
7

図
書
館
法
律
セ
ミ
ナ
ー

「わ
か
り
や
す
い
相
続
」

　

相
続
が
発
生
し
た
場
合
や
将
来
の
準
備
な

ど
、
全
体
的
な
内
容
や
流
れ
に
つ
い
て
弁
護
士

の
先
生
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
14
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
２
階　

視

聴
覚
ホ
ー
ル　

▼
対
象
／
18
歳
以
上
の
方　

▼

講
師
／
中
島
直
美
氏
(
弁
護
士
)　

▼
定
員
／

先
着
１
0
０
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具　

▼
申

込
／
１
月
15
日
㈭　

午
前

９
時
〜
電
子
申
請
で

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－

５
２
５
４

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

5
1
5
4

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
0
1
2
3

ゴ
キ
ブ
リ
撃
退
用
団
子
作
り

▼
と
き
／
2
月
16
日
㈪　

午
前
9
時
30
分
〜

10
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
於
保
農
村
婦
人
の

家　

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方　

▼
定
員
／

先
着
12
人　

▼
参
加
費
／
4
5
0
円　

▼
持

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン　

▼
申
込
／
2
月
2
日
㈪

ま
で
に
電
話
で
於
保
農
村
婦
人
の
家
(
☎
34

－

4
2
7
1
)
へ

問○
於
保
農
村
婦
人
の
家
☎
34

－

4
2
7
1

野
生
鳥
獣
被
害
防
止
講
習
会

　

野
生
鳥
獣
の
生
態
、
被
害
防
止
な
ど
の
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
研
修
会
で
す
。

▼
と
き
／
2
月
20
日
㈮　

午
後
2
時
〜
3
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
藤
交
流
セ
ン
タ
ー　

視
聴
覚
室　

▼
対
象
／
鳥
獣
被
害
に
お
困
り

の
農
業
者
な
ど　

▼
講
師
／
神
谷
健
太
氏

(
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
森
林
・
林
業
研

究
セ
ン
タ
ー
)　

▼
定
員
／
先
着
20
人　

▼

受
講
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、

帽
子
な
ど　

※
外
で
の
実

技
講
習
も
あ
る
の
で
、
動
き

や
す
い
格
好
で
ご
参
加
く

だ
さ
い　

▼
申
込
／
1
月
22
日
㈭
〜
２
月
13

日
㈮
に
電
話
ま
た
は
電
子
申
請
で

問○
農
林
水
産
課
☎
37

－
4
8
1
3

　
　
　
　
　
　

℻
37

－
1
1
8
4

休
日
里
親
相
談
会

　

里
親
制
度
へ
興
味
関
心
の
あ
る
方
へ
制
度

説
明
を
行
い
ま
す
。
里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も

た
ち
を
家
庭
環
境
の
下
で
養
育
す
る
制
度
で

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
で
平
日
の
ご
相
談
が

難
し
い
方
は
、
休
日
相
談
会
を
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
／
2
月
21
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
デ
ン
マ
ー
ク
牧
場
福
祉
会
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
た
よ
り
(
袋
井
市
山
崎

5
9
0
2

－

２
)　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、

直
接
会
場
へ
(
電
話
予
約
も
可
)

問○
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
た
よ
り

　

☎
24

－

7
9
5
1　

℻
23

－

0
5
3
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
6
9
7
2

み
ん
な
の
運
動
会
in 

I
W
A
T
A

　

年
齢
や
性
別
、
障
が
い
や
特
性
の
有
無
な

ど
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
参
加
で
き
「
楽
し

い
！
」
を
一
緒
に
創
る
運
動
会
で
す
。

▼
と
き
／
2
月
22
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
4

時　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田　

▼
そ
の

他
／
申
し
込
み
な
ど
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
推
進
課

　

☎
37

－

4
8
3
2　

℻
37

－

5
0
3
4

は
じ
め
て
の
手
話
教
室

　

あ
い
さ
つ
な
ど
の
初
心
者
向
け
の
手
話
を

学
び
ま
す
。

▼
と
き
／
2
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／

i
プ
ラ
ザ
2
階　

ふ
れ
あ
い
交
流

室
１　

▼
対
象
／
市
内
在
住
で
手
話
に
興
味
が

あ
る
方　

▼
定
員
／
先
着
20
人　

▼
参
加
費
／

無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用

具　

▼
申
込
／
１
月
26
日
㈪
〜

2
月
9
日
㈪
に
電
子
申
請
で

問○
福
祉
相
談
課
☎
37

－

4
9
1
9

  　
　
　
　
　

 

℻
36

－

1
6
3
5

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　
就
職
希
望
の
障
が
い
者
と
企
業
と
の
個
別

相
談
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
26
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜
4

時　

▼
と
こ
ろ
／
i
プ
ラ
ザ
2
階　

ふ
れ
あ
い

交
流
室　

▼
対
象
／
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し
て
い
る
方　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、

直
接
会
場
へ

問○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
磐
田
☎
32

－

6
1
8
1

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

℻
37

－

7
4
4
7

▲電子申請

▲電子申請▲電子申請

▲ホーム
　 ページ

▲電子申請

https://logoform.jp/form/dWNN/330803
https://logoform.jp/form/dWNN/1318791
https://logoform.jp/form/dWNN/1350974
https://www.asobi11.com/recruitment20260222/
https://logoform.jp/form/dWNN/1325819


※掲載内容は12月24日時点の情報です
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介
護
に
関
心
の
あ
る
男
性
向
け
「ケ
ア
メ
ン
講
座
」

　

介
護
の
知
識
を
深
め
、
日
頃
の
悩
み
な
ど

を
共
有
で
き
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
３
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
見
付
交
流
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
／
介
護
食
の
講
話
・
料
理
教
室
、

座
談
会　

▼
定
員
／
15
人　

▼
参
加
費
／
無

料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン　

▼

申
込
／
２
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
城
山
・

向
陽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(
☎
36

－

4
8
6
5
)
へ　

▼
そ
の
他
／
介
護
が
必
要
な

ご
家
族
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
申
し

込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
別
室
で
カ
フ
ェ

の
雰
囲
気
の
中
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す

問○
福
祉
政
策
課
☎
37

－

４
８
３
１

 

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

６
４
９
５

や
さ
し
い
健
康
教
室

▼
と
き
／
３
月
10
日
㈫　

午
後
2
時
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院　

周
産
期
セ
ン

タ
ー
講
堂　

▼
対
象
／
成
人
女
性　

▼
内
容
／

女
性
の
た
め
の
骨
盤
体
操
教
室　

▼
定
員
／

先
着
50
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物

／
筆
記
用
具　

▼
申
込
／
2
月
５
日
㈭
か
ら

電
子
申
請
ま
た
は
電
話
で
市
立
総
合
病
院
患

者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
事
務
局
(
医
事
課
)

へ　

※
電
話
申
し
込
み
は

土
日
祝
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

問○
医
事
課

　

☎
38

－

5
0
0
0
㈹

熊
ゆ

野
や

ふるさとプロジェクト

2月6日㈮午後2時～、iプラザ1階で。

磐田の歴史と文化を楽しく皆さんで

おしゃべりしましょう。講師は小杉

達
さとし

先生。定員は25〜30人。参加費

は100円（資料代）。持ち物は筆記用

具。申し込みは不要。当日、直接会

場へ　㉄熊野ふるさとプロジェク

ト・福本☎090-9906-4799

講演会 「家康の天下取りと大池」

2月7日㈯午後1時30分～3時、静岡

産業大学3階大講義室で。対象は小

学生以上。大河ドラマ「豊臣兄弟！」

にも登場する徳川家康。その天下取

りにおいて大池は戦略上の要地だっ

た。～その戦略を今、解き明かす～

遠州の見方が変わり、磐田の戦国史

がさらにおもしろくなる!「歴史講

演会」にぜひお越しください。講師

は冨田泰弘氏（磐南文化協会理事）。

定員は180人。参加費は無料。申し

込みは不要。当日、直接会場へ　㉄
大池の会・森☎080-2661-6903

琢
たく

水
すい

会
かい

書展

2月11日㈷〜23日㈷午前10時〜午

後4時30分(23日㈷は午後3時まで)、

旧赤松家内蔵ギャラリーで。作者の

好きな言葉、前向きになれる言葉を

書作品として約20点展示します　

㉄琢水会・大橋☎090-2612-9059

龍の子幼稚園創立記念講演会

2月14日㈯午前9時～11時30分、ア

ミューズ豊田ゆやホールで。子ども

の運動遊びは未来を創る!幼児期の

運動遊びと環境づくり。講師は香
こう

村
むら

恵
けい

介
すけ

氏（名城大学 大学院総合学術

研究科准教授）。定

員は100人。入場は

無料。申し込みは電

話で龍の子幼稚園(☎

35-5144)へ

つなごう、 日本の文化、 SHO （書）

2月14日㈯午後2時～4時30分、磐

田市民文化会館「かたりあ」で。日

本文化を代表とする芸術形式を通じ

て、豊かな歴史とその背後にある価

値観、魅力を紹介します。磐田市制

施行20周年を祝う書、和太鼓演奏

などさまざまな文化の奥深さと美し

さを直接感じる機会となります。皆

さんと磐田市、日本文化がつながる

1日。どうぞお気軽にお越しください。

講師は土
ど

井
い

汀
てい

花
か

氏（福南会主宰）。

定員は1,000人。入場は無料。申し

込みは不要。当日、直接会場へ　㉄
福南会・土井☎090-8732-8928

2026磐田水彩画クラブ展

2月18日㈬〜22日㈰、中央図書館

展示室で。クラブ員13名の水彩画

作品60点余の展示発表会　㉄磐田

水彩画クラブ・平口☎38-2867

南海トラフ地震に備える!

～能登地震で障がい者が経験したこと～

2月22日㈰午後2時～4時、iプラザ

ふれあい交流室1・2・3で。南海トラ

フ地震に対し、障がいのある人が日

ごろからどのような備えをし、どの

ような避難計画を立てていけばよい

か皆さんと共に考えたいと思います。

講師は中
なか

村
むら

美
み

里
さと

氏（たんぽぽ共同

作業所管理者）、鈴
すず

木
き

清
きよし

氏（防災士）。

定員は70人。入場は無料。申し込

みは電話またはFAXで鈴木（☎・

℻23-5749）へ

菊を育てて生きがいを見つけよう

見付交流センターで。大菊やスプレ

ー菊などの菊つくりの勉強会を年８

回程度行っています。会員の中のベ

テランが講師となって菊の成長に合

わせて親切、丁寧に指導します。絵

図入りの分かりやすい菊つくりテキ

ストを準備しています。定年後の人

生に仲間とともに生きがいを見つけ

てみませんか。定員は3人。年会費

は3,000円、大会会費3,000円。

持ち物は筆記用具。申し込みは電話

で磐田菊花会・藤原(☎32-7617)へ

会 員 募 集

　催　し　

▲電子申請

▲ホーム
   ページ

https://logoform.jp/form/dWNN/212289
https://www.tatsunoko.ed.jp/


市役所での相談
問　市民相談センター　☎37-4746

弁護士法律相談

 ５ 日㈭

８ 日㈰

12日㈭

19日㈭

26日㈭

13:30
　〜17:00
※８日㈰は
8：30～12：00

※�定員7組。予約制（予約受付は原則開催日の
1週間前の木曜日から。予約は原則電話のみ
受付8:30〜17:15）

司法書士
相続 ・ 登記相談

県司法書士会浜松支部主催

3 日㈫
17日㈫

13:30
　〜16:30

※�定員6組。予約制（１月26日㈪から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

公証人
遺言 ・ 約束相談

2４日㈫
13:30
　〜16:30

※�定員6組。予約制（2月10日㈫から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

行政
相談

本庁舎 ９ 日㈪ 13:00
　〜15:00豊田支所 24日㈫

問　消費生活センター　☎188 （局番なし）

消費生活相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:00

問　交通事故相談室　☎37-2112

交通事故相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

〜金曜日
★8:30
　〜17:00

問　浜松東年金事務所　☎053-421-0192（自動音声案内）

年金相談
磐田市役所本庁舎

17日㈫ ★10:00
　〜1５:00
　※�要予約
年金事務所へ電話

年金相談
浜松市浜名区役所

５ 日㈭

問　外国人情報窓口　☎37-4785

外国人情報窓口
毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:15

市立総合病院での相談

問　市立総合病院　☎38-5000
※がん相談は☎38-5286 （直通） それ以外は上記へ

よろず相談

医療相談

医療福祉相談

肝疾患相談

認知症相談

がん相談

各種就労支援相談

毎週月

～金曜日

8:15　

　〜17:00

社会福祉協議会での相談
問　社会福祉協議会　☎37-4824

ボランティア相談
 ☎ 37-6200

毎週月

～金曜日

★8:30　

　〜17:15
 ※ 16:45
     まで受付

福祉なんでも相談
 ☎ 37-4864

成年後見相談
 ☎ 37-2792

iプラザでの相談
問　福祉相談課　☎37-4919

くらしと仕事相談
☎32-8880 毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:15障がい者生活相談

☎84-6661

身体障がい者相談会
ボランティア会議室２

12日㈭
13:30

　〜15:30

知的障がい者相談会
ふれあい交流室３

11日㈷
19:00

　〜21:00

精神障がい者相談会  次回 ３月に開催します

問　福祉政策課　☎37-4814

人権身の上相談
※１月29日㈭までに予約

５ 日㈭
9:00　

　〜12:00

問　健康増進課　☎37-2013またはLINE

こころの寄り添い相談
相談室 3 ※要予約

毎月第2・4

金曜日

10:00　

　〜12:00

問　こども若者家庭センター　☎37-2018

こども相談 ☎35-4317
毎週月

～金曜日

8:30　

　〜17:00
※面談は要予約

女性相談 ☎37-4844

若者相談 ☎37-2752

ワークピア磐田での相談
問　ワークピア磐田　☎36-8381

外国人総合相談
毎週月・金曜日
★9:00〜16:30

職業総合相談

毎週火～土曜日
★9:00〜17:00
水曜日／13:00～17:00、
18:00〜21:00
【オンライン相談（要予約）】
水曜日／19:00～、20:00～

内職相談
毎週火・木曜日
★9:00〜16:00

創業相談

※要予約
WEB 予約のみ

中小企業診断士 
２日㈪・1２日㈭・1６日㈪
10:00〜／11:30〜／13:30〜／15:00〜

税理士  毎週水曜日
13:00〜／14:30〜

キャリアコンサルタント  
３日㈫・17日㈫
18:00〜／19：30〜

WEBとSNS相談 
13日㈮・27日㈮
9:00〜／10:30〜

その他の機関の相談
問　磐田地区労福協　☎32-2706

弁護士法律相談 28日㈯
9:30
　〜12:30

※定員6組。予約受付は毎月1日から月・水・金の9時～13時

問	 ライフサポートセンターしずおか
	 ☎33-3715 （転送電話対応）

暮らしの中の
何でも相談

毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:00

問	 連合労働相談ホットライン
	 　　0120-154-052（電話相談のみ）

労働相談
毎週月　
～金曜日

10:00
　〜17:00

問	 県西部健康福祉センター
	 ☎37-2252　※要予約

精神保健福祉
総合相談

19日㈭
９:30
　〜11:30

高次脳機能障害
医療等総合相談会

1６日㈪
13:10
　〜16:00

問	 県認知症コールセンター
	 　　0120-123-921（電話相談のみ）

認知症コールセンター
毎週月・木・
土・日曜日

10:00
　〜15:00

市民の相談 ・意見などの総合的な窓口として、 市民相談センター （本庁舎 1階☎0538-37-4746） をご利用ください。

市外局番 「0538」 の表記は省略しています。 　★は 12:00～ 13:00を除く　※原則、 祝日は休み
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２月の相談窓口 & 救 急 医 療 情 報

お悩みをご相談ください （予約制）

▶と　き／２月 24日㈫ 午前 10時～午後4時

▶ところ／磐田サポートハウス 「ほっと」
　　　　　　　（見付 2386-7）

▶対　象／中学校卒業から64歳までの
            ご本人およびその家族

▶その他／電話相談は随時受付しています

問若者相談ダイヤル☎ 37-2752

ひきこもり・不登校相談

静岡こども救急電話相談

平日 ・ 土曜 ・ 日曜 ・ 祝日  毎日 24 時間対応
固定電話 （プッシュ回線）、 携帯電話　#8000

IP電話、固定電話（ダイヤル回線）

☎ 054-201-9910 へ

夜間・休日急患診療

磐田市急患センターへは
電話をしてから行きましょう

▶ところ／上大之郷51

【夜間 （月〜土曜日）】
▶受付時間／午後7時15分～10時00分
▶診療科目／内科 ・小児科

【昼間 （日曜 ・ 祝日のみ）】
▶受付時間／午前8時45分～11時30分 
　　　　　　　　午後1時45分～ 4時30分
▶診療科目／内科 ・小児科 ・外科
※上記の時間以外は市立総合病院へ

問磐田市急患センター☎ 32-5267

子どもたち、 保護者の方、 お気軽に

ご相談ください （毎週月～金曜日）

こども若者家庭センター     ☎ 35-4317
   ▶受付時間 /午前８時３０分～午後５時

磐田市学校教育課            ☎37-4923
   ▶受付時間 /午前８時３０分～午後５時 15分

教育支援センター ( あすなろ ) ☎ 33-5198
   ▶受付時間 /午前８時３０分～午後5時
　　※ 「あすなろ」 は不登校相談のみ

いじめ・不登校電話相談

https://airrsv.net/workpia-hajimari/calendar
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月2

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

   

…

【予
約
が
必
要
】

●
…

【ふ
れ
あ
い
遊
び
】

★
…

【計
測
日
】

◆
…

【お
知
ら
せ
】

   

…

【は
じ
め
の
い
っ
ぽ
】

   

…

【保
健
師
相
談
日
】

予保 は※「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」
は
、
市
内
在
住
の
生
後

３
カ
月
か
ら
５
カ
月
ご
ろ
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
や
手
遊
び
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
う
も
の
で
す
。
保
健
師
も
参
加
し
、

子
育
て
の
相
談
や
計
測
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
予
約
制
で
、
開
催
中
は
貸
し
切
り

と
な
り
ま
す

※
市
外
局
番
「
０
５
３
８
」
は
表
記
を
省
略
し

て
い
ま
す

に
っ
こ
に
こ

国
府
台
57

－

7

（i
プ
ラ
ザ
内
）

☎
31

－

0
1
1
5

月
～
金
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
に
っ
こ
に
こ
ぽ
ん
／
毎
週
火
曜
日
11
時
30
分

〜
、15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
９
時
～
11
時
20
分
、13
時

保 は

●
お
い
で
お
い
で
ば
ぁ
っ
！
／
11
時
20
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆
節
分
お
た
の
し
み
会
／
3
日
㈫
11
時
〜 

◆   

赤
ち
ゃ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
／
5
日
㈭
13
時

30
分
〜

◆
ひ
ら
け
ご
ま
さ
ん
の
お
は
な
し
会
／
14
日
㈯

11
時
10
分
〜

◆
環
境
整
備
の
日
／
19
日
㈭
午
後
休
館

◆
赤
ち
ゃ
ん
計
測
と
図
書
館
の
職
員
に
よ
る

壱
貫
地
76

－

5

（豊
岡
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
3
9

－

63

－

0
0
4
7

火
～
土
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時 

※
祝
日
休

あ
い
あ
い

予

こ
ど
も
の
家

岡
7
8
3

－

1

（
竜
洋
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
66

－

9
0
0
0

火
～
土
曜
9
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休　

●
ひ
ま
わ
り
っ
こ
／
11
時
5
分
～
11
時
30
分

★
乳
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

★
幼
児
期
／
４
日
㈬
９
時
～
11
時

◆
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
／
18
日
㈬
10
時
〜

　

 

／
17
日
㈫
10
時
〜
11
時 

 

／
４
日
㈬
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

保 は

こ
ど
も
の
森

城
之
崎
1
丁
目
2

－
13

☎
36

－

1
3
1
1

月
・
火
・
木
曜
10
時
～
15
時
30
分　

※
祝
日
休

●
も
り
も
り
タ
イ
ム
／
11
時
30
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
10
時
～
、13
時
〜

◆
離
乳
食
相
談
日
／
毎
週
月
曜
10
時
～
11
時

（
16
日
㈪
は
14
時
ま
で
実
施
）

◆
栄
養
相
談
日
／
５
日
㈭
10
時
～
14
時

　

 

／
10
日
㈫
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

 

／
10
日
㈫
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

た
っ
ち

新
貝
１
丁
目
28

－

1

☎
30

－

6
1
1
0

火
～
土
曜
9
時
～
16
時　

※
祝
日
休　

●
た
っ
ち
へ
ゴ
ー
／
11
時
～
、15
時
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
ぴ
っ
た
ん
こ
／
10
日
㈫
13
時

30
分
～
定
員
８
組

◆　

 

管
理
栄
養
士
が
行
う
健
康
教
室
／
27
日
㈮

11
時
〜
定
員
15
組

　

 

／
13
日
㈮
13
時
30
分
〜

　

 

／
17
日
㈫
9
時
45
分
〜

予
保 は

●
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
／
11
時
～
、15
時
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
「
か
ば
ん
の
中

に
あ
る
も
の
で
さ
っ
と
作
る
遊
び
の
ア
イ
テ

ム
」
／
２
日
㈪
10
時
〜
先
着
10
組

◆
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
「
パ
パ
も

一
緒
に
親
子
運
動
遊
び
」
／
14
日
㈯
11
時
〜

◆　

 

「
杉
岡
ア
ナ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ヒ
ン
ト
」
／
20
日
㈮
10
時
〜
先
着
10
組

　

 

／
27
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

 

／
４
日
㈬
10
時
〜
11
時

【
で
あ
い
の
広
場
】10
時
〜
11
時
30
分

　

※
各
地
に
出
張
し
て
活
動
し
ま
す

　

井
通
交
流
セ
ン
タ
ー
／
４
日
㈬

　

中
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
／
17
日
㈫

の
び
の
び

上
大
之
郷
51

（急
患
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
37

－

4
1
0
2

毎
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分　

※
木
曜
休

保 は 保 は
予

予

お
は
な
し
会
／
26
日
㈭
10
時
30
分
〜

　

 

／
20
日
㈮
10
時
30
分
〜

　

 

／
20
日
㈮
９
時
30
分
〜

～
15
時
20
分

◆
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
貸
切
／
６
日
㈮
・16

日
㈪
13
時
〜
14
時
30
分

◆
に
こ
フ
ォ
ト
／
25
日
㈬
９
時
〜
15
時

　

※
詳
細
は
お
た
よ
り
に
て 

 

／
20
日
㈮
13
時
30
分
～
14
時
30
分 

 

／
2
日
㈪
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

いわた子育てアプリ

エ
ン
ジ
ェ
ル

国
府
台
84

－

3

（
こ
う
の
と
り
保
育
園
内
）

☎
32

－

4
7
3
2　

月
～
木
曜
8
時
30
分
～
13
時
30
分　

※
祝
日
休

●
あ
そ
ぼ
う
エ
ン
ジ
ェ
ル
／
11
時
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
10
日
㈫
10
時
～
11
時

◆
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
足
形
ス
タ
ン
プ
／
12
日

㈭
10
時
〜
10
時
45
分

◆　

 

わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
17
日

㈫
、26
日
㈭
10
時
〜

◆　

 

ハ
イ
ハ
イ
ヨ
チ
ヨ
チ
か
け
っ
こ
よ
ー
い

ド
ン
！
＆
誕
生
会
／
18
日
㈬
10
時
〜

◆　

 

エ
ン
ジ
ェ
ル
リ
ト
ミ
ッ
ク
／
19
日
㈭

 
 

※
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

 

／
10
日
㈫
10
時
〜
11
時

予予 予
保

予

予
保 は●

と
こ
と
こ
タ
イ
ム
／
11
時
20
分
～
、15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

　
 

／
17
日
㈫
10
時
〜
11
時

保
見
付
2
3
5
3

－

1
（
磐
田
北
幼
稚
園
内
）

☎
37

－

1
8
8
8

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
45
分
、
14
時
～
16
時  

※
祝
日
休

と
こ
と
こ

☎
37

－

２
０
１
２
（
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

 

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
ぐ
は
ぐ

岩
田
交
流
セ
ン
タ
ー

／
12
日
㈭
・
19
日
㈭
10
時
～
15
時

大
藤
交
流
セ
ン
タ
ー

／
５
日
㈭
・
26
日
㈭
9
時
～
14
時

　

 

／
26
日
㈭
９
時
～
10
時

向
笠
交
流
セ
ン
タ
ー

／
13
日
㈮
・
27
日
㈮
10
時
～
15
時

【
毎
回
共
通
】

●
は
ぐ
は
ぐ
タ
イ
ム
／
11
時
～

★
乳
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

保

https://www.mchh.jp/login
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い
ろ
ん
な
く
に
の
こ
と
ば
で
あ
そ
ぼ
う
／
４
日

㈬
、18
日
㈬
、
25
日
㈬
10
時
30
分
〜
11
時

※
11
時
〜
11
時
45
分
は
自
由
に
遊
べ
ま
す

※
手
遊
び
や
歌
を
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
、
外

国
語
や
異
文
化
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。
予
約
不

要
、
参
加
無
料
で
す

多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー 

こ
ん
に
ち
は

東
新
町
1
丁
目
１

－

８

☎
35

－

２
５
１
２

水
曜
日

（親
子
遊
び
）
10
時
～
12
時

子
育
て
ス
ポ
ッ
ト

　 問 中央図書館　☎︎ 0538−３２−５２５４

（
引
換
券
持
参
）

パ
パ
と
お
は
な
し
会
／
７
日
㈯
10
時
30
分
〜

プ
レ
マ
マ
お
は
な
し
会
／
８
日
㈰
10
時
30
分
〜

　

 

栄
養
士
個
別
相
談
／
14
日
㈯
９
時
30
分
〜

定
員
５
組

　

 

歯
科
衛
生
士
に
こ
っ
歯
相
談
／
14
日
㈯

10
時
〜
定
員
４
組

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
お
は
な
し
会
／
14
日
㈯
10
時

30
分
〜

　

 

本
と
ホ
ン
モ
ノ
昆
虫
教
室
／
14
日
㈯
14
時

〜
定
員
18
組

　

 

外
国
語
お
は
な
し
会
／
15
日
㈰
10
時
30
分

〜
定
員
10
組

　 

心
理
士
に
こ
っ
と
相
談
＆
ミ
ニ
講
座
／

18
日
㈬
（
相
談
）
９
時
30
分
〜
定
員
４
組
（
講

座
）
11
時
〜
「
あ
っ
危
な
い
！
を
減
ら
そ
う
。

お
家
で
で
き
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
対
策
」
定
員

　

 

に
こ
っ
と
女
性
相
談
／
４
日
㈬
９
時
30

分
〜
定
員
３
組

　

 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
５
日
㈭
・
21
日
㈯
生

後
6
〜
8
カ
月
く
ら
い
の
市
内
の
親
子
対
象

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭 

に
こ
っ
と

上
新
屋
3
0
4

☎
36

－

1
7
1
1

9
時
30
分
～
18
時　

※
月
曜
・
第
４
木
曜

予

●
に
ぎ
に
ぎ
ぎ
ゅ
っ
と
／
11
時
10
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
（
だ
っ
こ
）
／
３
日

㈫
・
４
日
㈬
10
時
～
詳
細
は
お
た
よ
り
で

◆　

 

磐
田
市
立
総
合
病
院
出
前
講
座
／
９
日
㈰

10
時
～
２
カ
月
〜
12
カ
月
程
度
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
（
先
着
10
組
）

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う（
わ
ら
べ
）／
10
日

㈫
・
17
日
㈫
・
18
日
㈬
10
時
～
詳
細
は
お
た
よ

り
で

 　

／
27
日
㈮
10
時
〜
11
時 

 

／
27
日
㈮
11
時
〜
12
時

み

ち
る
ー
む

前
野
2
5
7
5

（
龍
の
子
幼
稚
園
内
）

☎
35

－

5
1
4
4

月
～
金
曜
8
時
30
分
～
14
時
30
分　

※
祝
日
休

予予予
保 は

保 ふ
わ
っ
と

福
田
中
島
55

（福
田
こ
ど
も
園
内
）

☎
58

－

1
5
6
6

月
～
金
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時 

※
祝
日
休

●
ふ
わ
っ
と
タ
イ
ム
／
11
時
20
分
～
、15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
／
10
日
㈫
11
時
15
分
〜
、

15
時
30
分
〜

◆
赤
ち
ゃ
ん
こ
し
ょ
こ
し
ょ
こ
し
ょ
／
27
日
㈮

10
時
30
分
〜

　

 

／
27
日
㈮
10
時
〜
11
時

９
組

　

 

性
教
育
講
座
／
21
日
㈯
13
時
30
分
〜
、14

時
30
分
〜
定
員
各
12
組

と
こ
と
こ
わ
ら
べ
う
た
の
会
／
27
日
㈮
10
時

30
分
〜

「
て
」
で
「
は
な
そ
う
」
手
話
講
座
／
28
日
㈯

10
時
30
分
〜

【
毎
週
の
催
し
】

保
健
師
相
談
／
毎
週
水
曜
11
時
〜
12
時

「
に
こ
っ
と
」
の
お
は
な
し
会
／
毎
週
水
曜

10
時
30
分
か
ら
は
０
～
２
歳
向
け
、
毎
週
日

曜
15
時
か
ら
は
３
～
５
歳
向
け

に
こ
っ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
／
毎
週
水
·
金
曜

13
時
30
分
～
16
時

　

 

天
体
観
測
／
毎
週
土
曜
18
時
30
分
〜
（
曇

天
・
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

予

予

予 予 予

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
10
日
㈫
・
24
日
㈫
９
時
〜

◆
絵
本
の
日
／
６
日
㈮
10
時
30
分
〜

◆
看
護
師
Q
&
A

「冬
場
の
ス
キ
ン
ケ
ア
」
／

12
日
㈭
10
時
30
分
〜

◆　

 

言
葉
の
相
談
日
／
26
日
㈭
９
時
30
分
〜

　

 

／
20
日
㈮
13
時
30
分
～

 

／
10
日
㈫
10
時
〜
11
時

ぽ
っ
け

富
丘
1
6
2

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
み
が
お
か
内
）

☎
35

－

2
5
4
6

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

予

予

予

おじいさんが山へ行くと、 やせねずみと太ったねずみが相撲をとって

いました。 やせねずみはおじいさんの家のねずみで、 太ったねずみに投

げられてばかり。 そこで、 おじいさんは、 やせねずみに力をつけさせよ

うと、 おばあさんと一緒に餅をついてやりました。 さて、 ねずみたちの

勝負の行方は？

素朴で味わいのある絵で、 見開きいっぱいに描かれた相撲の場面は

躍動感があり、 「でんかしょ でんかしょ」 というねずみたちのかけ声や表

情が物語を生き生きとさせます。餅を食べてお腹が膨らむねずみの姿や、

思わぬ展開から暮らしが好転するおじいさんたちの様子も見どころです。

自分の家族のように温かくねずみたちを見守るおじいさんとおばあさ

んの姿は、 子どもの努力や成長を願う親心と重なります。 4 歳くらいか

ら楽しめます。

保 は ほ
の
ぼ
の

南
島
1
6
4

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
み
な
み
し
ま
内
）

☎
55

－

6
1
7
1

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
ほ
の
ぼ
の
タ
イ
ム
／
10
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
10
日
㈫
・
25
日
㈬
の
開
館

時
間
内
い
つ
で
も

◆   

み
ん
な
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
／
13
日
㈮
10
時

〜
11
時

◆   

発
達
相
談
／
27
日
㈮
10
時
15
分
〜

　

 

／
10
日
㈫
10
時
30
分
〜
11
時

　

 

／
10
日
㈫
10
時
〜
11
時

予
保 は ◆

手
形
足
形
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
／
５
日
㈭
、

12
日
㈭
、13
日
㈮

◆
き
っ
ず
フ
ォ
ト
／
19
日
㈭
、26
日
㈭
、27
日
㈮

予

予

神沢 利子 /文　　赤羽 末吉 /絵　（偕成社）

（日本のむかし話）

応援したくなる！ねずみたちの真剣勝負

「ねずみのすもう」「ねずみのすもう」

https://www.instagram.com/konnichiwa_iwata?igsh=MXhwaTRsdWFkeHF4OA==
https://www.city.iwata.shizuoka.jp/event/kodomo_kosodate/1011930/index.html
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2026-27 シーズンから J リーグ
の開催時期が変更になります

　静岡ブルーレヴズは、リーグワン初年度以来

４シーズンぶりに、走るだけでチームを応援で

きるサービス「Cheer Drive　( チアドライブ）」

と連携し、「静岡ブルーレヴズ ドライブ応援キャ

ンペーン」を 2026 年３月 31 日まで実施します。

　本キャンペーンにご参加いただいた方には、

オリジナルのシースルーフィルム仕様のステッ

カーをお送りします。このステッカーを所有車

に貼っていただき、「ONE REVS」にちなんで、期

間中におおよそ 1,022km を走破された方の中か

ら抽選で５名様に選手サイン入り 2025-26 レプ

リカジャージ（1st・レギュラーフィット） をプ

レゼントします。

　日常の運転やお出かけのドライブが、静岡県

に青を広げ、チームを後押しする力へと変わり

ます。皆さんが走るその道が、ブルーレヴズを

アピールし、クラブの存在を届ける一台の“青

い旗印”になります。

節 開催日 キックオフ 対戦相手 会場

５ 1/17㈯ 13:00 三菱重工相模原ダイナボアーズ ヤマハスタジアム

６ 1/25㈰ 14:00 トヨタヴェルブリッツ ヤマハスタジアム

８ 2/14㈯ 14:30 クボタスピアーズ船橋・東京ベイ 静岡県内

皆さまの日々の移動で青
せ い

援
え ん

を！！
ドライブ応援キャンペーン開催！

　　 詳細は、静岡ブルーレヴズ

　　　公式ホームページから▶

　これまでＪリーグは、２月から 11 月までがシー

ズンでしたが、2026-27 シーズンからは８月から

翌年５月までの開催へと変更になります。この

シーズン移行に伴い、2026 年２月から６月まで

は「明治安田Ｊリーグ百年構想リーグ」が開催さ

れます。

■シーズンを変更する理由とは？

　プレー基準を高める、ヨーロッパのシーズンと

時期を合わせる、また、シーズンをまたいだ AFC

アジアチャンピオンズリーグ（ACL）を避けるた

めです。

■ 「明治安田Ｊリーグ百年構想リーグ」 とは？

　J1 は東西 10 クラブ、J2 と J3 は４グループ各

10 クラブに分かれて戦う公式戦。グループ内で

はホーム＆アウェイ方式のリーグ戦を行い、その

後、同順位のクラブ同士が対戦して最終順位を決

定します。勝敗が決まらない場合は PK 戦で決着

するのが特徴です。

　シーズン開幕はまだ先ですが、2026 年２月か

らは「明治安田Ｊリーグ百年構想リーグ」がス

タートします！明治安田Ｊリーグ百年構想リーグ、

2026-27 シーズン明治安田Ｊ２リーグに臨むジュ

ビロ磐田へ熱いご声援をよろしくお願いします！

【１ ・ ２月のホームゲーム】

　　　 試合情報は、ジュビロ磐田

　　　 公式ホームページから▶

https://www.shizuoka-bluerevs.com/news/2798
https://jubilo-iwata.co.jp/


　

〜磐田市市制施行 20周年記念〜

大相撲磐田場所、34年ぶりに開催！

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
が
い
よ

い
よ
佳
境
を
迎
え
て
い
ま
す
。
昨
年
12

月
に
は
34
年
ぶ
り
と
な
る
「
大
相
撲
磐

田
場
所
」
や
、
元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

に
よ
る
野
球
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
M
L
B 

P
L
A
Y 

B
A
L
L
」
が
行
わ
れ
、
今

年
2
月
28
日
、
3
月
1
日
に
は
県
西
部

で
初
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の
職
業
・
社

会
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ウ
ト 

オ
ブ 

キ
ッ

ザ
ニ
ア
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
で
市
内
が
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

10
周
年
の
際
に
は
「
N
H
K
の
ど
自

慢
」
や
「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」の
公

開
放
送
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、20
周

年
は
「
共
創
」の
視
点
を
取
り
入
れ
、
団

体
や
企
業
と
行
政
が
協
働
で
行
う
事
業

は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
が
最
初
か
ら
最
後

ま
で
企
画
運
営
を
す
る
冠
事
業
で
も
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
が
子
ど
も
の
頃
に
も
大
相
撲
や
プ

ロ
野
球
名
球
会
の
ス
タ
ー
が
磐
田
に
来

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事

情
で
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
の
悔
し
か
っ
た
思
い
は

今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
参
加
で
き
た
子
ど
も
た
ち
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
心
に
残
る
思
い

出
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、
参
加
が

叶
わ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
も
、
い

つ
か
自
分
も
行
っ
て
み
た
い
！
と
い
う

憧
れ
の
気
持
ち
が
将
来
へ
の
原
動
力
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
20
周
年
を
記
念
し
て
磐
田
の

現
在
を
切
り
取
っ
た
記
念
写
真
集
を
作

成
、
販
売
す
る
予
定
で
す
。
何
げ
な
い

日
常
も
20
年
、
30
年
経
っ
て
か
ら
見
返

し
て
み
る
と
懐
か
し
い
風
景
が
未
来
に

向
け
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
将
来
に
向
け
た
磐
田
市
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
定
め
る
「
総
合
計

画
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
策
定
し
て
い

き
ま
す
。
温
故
知
新
の
心
を
大
切
に
、

未
来
を
創
る
令
和
8
年
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

第５３回

市
長
　
草
地
博
昭

「

」

20
周
年
か
ら
次
の
未
来
へ

12 月 18 日㈭に市制施行 20 周年を記

念し、 市内では 34 年ぶりとなる 「大相撲

磐田場所」 が磐田市総合体育館で開催さ

れました。 市民など約3,000人が来場し、

会場は熱気に包まれました。 土俵上では、

力士たちの迫力ある取組が繰り広げられ、

間近で見るその力強さに、 満席の客席か

らは大きな歓声が上がりました。 当日は相

撲の禁じ手を楽しく紹介する 「初
しょっ

切
きり

」 や、

土俵上で力士が歌を披露する 「相
す

撲
もう

甚
じん

句
く

」

のほか、 力士の髪を大
おお

銀
いちょう

杏に結い上げる

「髪
かみ

結
ゆい

実演」、幕下、幕内力士による 「取組」

などが行われました。

取組を終えた磐田市出身力士の爽
さわやか

さん

は 「磐田での巡業は初めてでした。 地元の

皆さんからの声援はとても嬉しいです。 来

年は力士として 10 年目を迎えるので、 け

がをせずに頑張ります」 と話しました。

▲熱気に包まれる場内

▲横綱豊昇龍関の土俵入り▲爽さん（奥）の取組
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が
ん
以
外
の
疾
患
で
も

               

活
躍
す
る
放
射
線
治
療

市立総合病院からの

お知らせ

　

放
射
線
治
療
は
主
に
が
ん
に
対
し
て
行

わ
れ
る
治
療
法
で
す
が
、
そ
の
他
の
病
気

に
対
し
て
も
有
用
な
場
面
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
比
較
的
身
近

な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
ケ
ロ
イ
ド
。
皮
膚
の
傷き

ず

痕あ
と

が

固
く
盛
り
上
が
る
疾
患
で
す
。
手
術
の
痕あ

と

や
ピ
ア
ス
を
開
け
た
穴
に
で
き
る
例
が
多

い
で
す
。
見
た
目
の
変
化
に
加
え
て
、
か

ゆ
み
や
痛
み
を
伴
っ
た
り
、
取
り
除
い
て

も
再
発
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
手
強
い
ケ
ロ
イ
ド
の
再
発
を
防
ぐ

た
め
、
固
く
な
っ
た
部
分
を
手
術
で
切
り

取
っ
た
後
(
当
院
で
は
手
術
と
同
日
)
に

放
射
線
照
射
を
行
い
ま
す
。
平
日
3
〜
4

日
間
の
通
院
治
療
で
、
手
術
部
分
の
皮
膚

に
限
定
し
て
放
射
線
を
当
て
ま
す
。
主
な

副
作
用
は
一
時
的
な
皮
膚
炎
(
日
焼
け
の

よ
う
な
変
化
)
で
す
。

　

二
つ
目
は
甲こ

う

状
じ
ょ
う

腺せ
ん

眼が
ん

症し
ょ
う。

眼
球
が
収

ま
っ
て
い
る
部
分
(
眼が

ん

窩か

)
の
炎
症
に
よ
っ

て
、
視み

え
方
の
異
常
・
眼
球
の
突
出
・
眼

の
痛
み
な
ど
を
生
じ
ま
す
。
主
に
甲
状
腺

の
病
気
に
関
連
し
て
現
れ
ま
す
が
、
甲
状

腺
機
能
が
正
常
で
も
免
疫
系
の
異
常
で
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

中
等
度
か
ら
重
症
の
場
合
に
、
症
状
を

和
ら
げ
る
目
的
の
放
射
線
治
療
が
選
択
肢

に
挙
が
り
ま
す
。
左
右
か
ら
眼
窩
を
挟
み

込
む
よ
う
に
放
射
線
を
当
て
る
、
平
日
10

日
間
の
治
療
で
す
。
副
作
用
と
し
て
結
膜

炎
・
角
膜
炎
な
ど
が
起
き
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
は
軽
症
で
す
。
ま
た
眼
の
レ
ン
ズ

(
水す

い

晶
し
ょ
う

体た
い

)
に
照
射
さ
れ
る
と
後の

ち

に
白は

く

内な
い

障し
ょ
うを

生
じ
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
レ
ン

ズ
を
避
け
る
工
夫
を
し
ま
す
。
発
症
し
た

場
合
も
眼
科
手
術
で
治
療
可
能
で
す
。

　

い
ず
れ
も
が
ん
治
療
よ
り
は
少
な
い
放

射
線
量
で
行
わ
れ
、
身
体
へ
の
負
担
も
軽

い
治
療
で
す
。
状
況
次
第
で
治
療
法
の
向

き
不
向
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

主
治
医
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

    

放
射
線
治
療
科 

医
長

　
　
　
　
　
　

朝あ

さ

生お 

智と

も

之ゆ

き

割
り
箸
問
題
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

　

30
年
ほ
ど
前
、「
割
り
箸
問
題
」
が
世
間

で
話
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
割
り
箸

は
使
い
捨
て
だ
か
ら
環
境
に
悪
い
」「
割
り

箸
を
使
う
と
森
林
破
壊
が
生
じ
る
」
な
ど
と

い
わ
れ
、
外
食
産
業
に
お
い
て
は
、
割
り
箸

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
箸
に
変
更
さ
れ
た
り
、

外
食
時
に
は
「
マ
イ
箸
を
持
参
し
よ
う
」
と

い
う
運
動
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
い
つ

し
か
、
こ
の
運
動
も
下
火
に
な
り
、「
割
り

箸
利
用
が
森
林
破
壊
を
起
こ
す
」
な
ど
と
い

う
考
え
方
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
実

際
に
割
り
箸
の
多
く
は
、
間
伐
材
や
製
材
時

の
端
材
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
環
境
に

や
さ
し
い
製
品
な
の
で
す
。

　

一
方
、
10
年
前
の
2
0
1
5
年
、
1
枚

の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
写
真
が
世
界
中
で

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
覚
え
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
鼻
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
が
刺
さ
っ
た
写
真
で
す
。

こ
の
一
枚
の
写
真
を
き
っ
か
け
に
「
分
解
し

な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
環
境
に
悪
い
」
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

̏日常に学びをプラス̋

しゅうぷらすがく

を
使
う
こ
と
が
環
境
に
悪
い
」
と
い
う
風
潮

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
果
た
し
て
、
そ
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
石
油
由
来

で
す
が
、
自
由
に
成
型
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

原
料
の
成
分
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
特
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
非

常
に
便
利
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
衛
生
面
で

も
優
れ
た
材
料
で
あ
り
、
多
く
の
医
療
品
に

も
使
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

海
洋
に
流
れ
出
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
が

悪
い
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
「
海

洋
に
投
棄
し
た
こ
と
」
が
悪
い
の
で
す
。

　

割
り
箸
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
も
、
作
る

側
、
使
う
側
の
モ
ラ
ル
の
問
題
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学

　
　
　
　
　
　
　

短
期
大
学
部 

教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三み

つ

井い　

勝か

つ

也や
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20 周年記念の事業やイベントを紹介します♪

静岡いわた PR 大使 静岡いわた PR 大使 

20 周年お祝いメッセージ20 周年お祝いメッセージ

その他のイベント情報その他のイベント情報

株式会社ユナイテッドラウンジ　代表取締役

市制施行２０周年おめでと

うございます。１０周年に続き、

２０周年のロゴも制作させて

いただき非常に光栄です。

１５歳まで育った磐田市が

間違いなく自らの礎となって

います。 今後も益々の発展

を祈念いたします。

鈴
す ず

木
き

　利
と し

幸
ゆ き

さん

防潮堤１４ｍの上から海を眺め、 家族や友人とウォーキング （約３km） を楽しみな

がら、 市制施行２０周年の記念に植樹をしてみませんか？

と　き 3月 21 日土　午後０時30分〜３時30分

ところ 海岸防潮堤　※駐車場は福田公園東側駐車場

参加費 無料

と　きと　き ５月 24 日日　開場／午後５時　開演／午後６時

ところところ 熊野伝統芸能館

（雨天時 ：磐田市民文化会館 「かたりあ」）

磐田文化振興会　TEL0538-37-8551問

農林水産課　TEL ： 0538-37-4913問

植樹祭＆ウォーキング植樹祭＆ウォーキング

〜市制施行２０周年記念事業〜〜市制施行２０周年記念事業〜

株式会社 DLE　創業者兼最高執行責任者

磐田市市制施行２０周年お

めでとうございます。 私の作

品 「秘密結社　鷹の爪」 も今

年でちょうど２０周年！

お互いあっという間です

ね。 今後も磐田市が、 たくさ

んの幸せに溢れる街でありま

すように！

椎
し い

木
き

　隆
りゅう

太
た

さん

磐田能磐田能

・ オンライン販売　3月２１日㈯　午前１０時～

・電話販売　３月２６日㈭　午前１０時～
チケット販売チケット販売

・ 一般　３,000円 （税込）

・ 大学生以下　１,000円 （税込）
チケット料金チケット料金

◀チケット
　 販売サイト

定　員 先着２００人

持ち物 スコップ （園芸用）、 防寒具、 動きやすい服装、 軍手

申　込 ２月２０日㈮までに電子申請

磐田市民文化会館 「かたりあ」ところ

と　き ３月 20日金㈷〜３月 22日日

対　象 小学１年生〜高校３年生

HH
ハ ー トハ ー ト

EARTEART  GG
グ ロ ー バ ルグ ロ ー バ ル

loballobal  MM
ミ ュ ー ジ ッ クミ ュ ー ジ ッ ク

usicusic  OO
ア ウ ト リ ー チア ウ ト リ ー チ

utreachutreach  ii
イ ンイ ン

nn 磐田磐田

〜市制施行２０周年冠事業〜〜市制施行２０周年冠事業〜

問 磐田未来クラブ ・伊藤　TEL ： 090-3251-1479

◀ホーム
　 ページ

定　員 先着２５０人

参加費 ２万円

申　込 ホームページより電子申請

ミュージック ・ アウトリーチは音楽の出張授業を意味します。 キャストと呼ばれる若

者たちとプログラムに参加する子どもたちが、 歌やダンス、 ワークショップを通じて、

ショーを作り上げ、 保護者や地域の人たちに披露するユニークな教育活動です。

「熊野」撮影：前島写真展

※小雨決行
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▲ 20 周年

　　ページ

◀電子申請

https://www.city.iwata.shizuoka.jp/shiseijouhou/profile/1014431/index.html
https://logoform.jp/form/dWNN/1359374
https://www.heart-global.jp/
https://yyk1.ka-ruku.com/iwata-s/showList


「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

12/11 ふるさと納税返礼品事業者表彰式

令和６年度の磐田市ふるさと納税において寄附件

数、金額が多かった㈱メロー静岡(クラウンメロン)、

㈱うなぎのたなか ( うなぎの蒲焼き )、 ㈱充英アー

ト ( 本棚 ) の３事業者に感謝の思いを込めて表彰状

を贈呈しました。

草地市長は 「事業者の皆さんあってのふるさと納

税です。 市の魅力を全国へ届ける大きな力になりま

すので今後もご協力をお願いします」 と話しました。

受賞された協力企業の皆さん

磐田市の特産品 「海老芋」 を使った給食が、 市

内の公立小中学校全３２校で約 1 万４,000 食提供

されました。

豊岡南小学校では、 栄養教諭による調理工程の

説明や海老芋の生産過程の動画を視聴しました。

３年生の伊藤一
いち

夏
か

さんは 「祖父が海老芋を栽培し

ているので家でも食べますが、 友達と一緒に食べた

ので普段よりもおいしく感じました」 と話しました。

海老芋を味わう児童

特産品 「海老芋」 を使った給食12/4

長野幼稚園の年長児が、 磐田農業高校の生徒と

一緒に、 羊の毛を使った羊のマスコット作りを行い

ました。

園児たちは着色された毛でできた顔や体などのカ

ラフルなパーツを選び、 専用の針を使って高校生か

ら丁寧な説明を受けながらマスコットを作りました。

園児からは 「かわいく作れた」 「少し難しかったけ

ど楽しかった」 などの感想が聞かれました。

高校生と一緒にマスコットを作る園児

羊の毛でマスコット作り12/8

磐田なかよしこども園で、 民生委員の協力により

伝統行事を体験する餅つき会が行われました。

園児たちは杵
きね

を一生懸命持ち上げ、 力一杯臼
うす

に

入ったお餅をつきました。

参加した園児から 「初めて餅つきをやりましたが

楽しかったです」 「テンポよく餅をつくのが難しかっ

たです」 などの感想が聞かれました。 園児たちがつ

いた餅は鏡餅にして園で飾ります。

力一杯お餅をつく園児たち

餅つきに挑戦！12/11

29
広
報 28

広
報2026年（令和8年）1月号 202６年（令和8年）1月号



「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

バッティングを披露するマック鈴木さん

　
元 MLB 選手による野球体験12/20

磐田市総合体育館で、 野球未経験や野球経験の

少ない子どもを対象にした 「MLB PLAY BALL in 

IWATA」 が行われました。

当日は約４００人の子どもが、 元メジャーリーガー

の藪
やぶ

恵
けい

壹
いち

さん、 マック鈴木さんと一緒に、 バッティ

ングやピッチングなどの野球の基礎を体験しました。

参加者からは 「初めて野球ボールを打ちました。

とても楽しかったです」 などの感想が聞かれました。

ワークピア磐田で戦後８０年磐田市平和イベントが

子どもや平和団体協力のもと開催されました。

市内の戦争体験者である尾﨑宜
よしひで

秀さん、 広島平

和記念公園にある 「原爆の子の像」 のモデルになっ

た佐々木禎
さ だ こ

子さんの兄である佐々木雅弘さんが、 戦

争の悲惨さや平和の大切さについて講演しました。

佐々木さんは 「小さな平和を創ることで、 それが

大きな平和に繋がります」 と話しました。

思いやりの心の大切さについて語る佐々木雅
まさひろ

弘さん

「平和」 について考える12/1312/18 木下大サーカス磐田公演

贈呈する木下サーカス㈱の木下唯志社長 ( 左から２人目 )

磐田市で初開催となる 「木下大サーカス」 の福祉

招待券贈呈式が行われました。

草地市長は 「本物を見る機会が少ない現代の子

どもたちには貴重な体験になります。 ありがとうご

ざいます」 と話しました。

木下大サーカスは３月７日㈯から６月８日㈪まで

開催され、 福祉招待券は磐田市社会福祉協議会を

通じて市内の福祉施設に配布される予定です。

福田こども園でクリスマス会が開催され、 園児

１９５人が参加しました。

当日はサンタさんが園を訪れ、 クリスマスプレゼ

ントを贈りました。 また、 園児たちはサンタさんに

質問するなどの交流を行ったほか、 クラリネット奏

者によるクリスマスソングなどの演奏を聞きました。

園児からは 「サンタさんからプレゼントをもらえ

てうれしいです」 などの感想が聞かれました。

園児と交流するサンタさん

サンタさんがやって来た！12/17
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https://www.facebook.com/iwatafunclub


最近はパソコンやス

マートフォンで文字を

入力する機会が多く、

いざボールペンや鉛筆

で文字を書こうとする

と、 漢字が思い浮かば

ないこともあります。

今月号の表紙は 『書き

初め』 ですが、 私も中

学校以来習字に触れて

おらず、 懐かしく感じ、

改めて書くことの大切

さを実感しました。 す

竜
洋
東
こ
ど
も
園　

竜
洋
東
こ
ど
も
園　

給
食
メ
ニ
ュ
ー

給
食
メ
ニ
ュ
ー

砂
糖
や
み
り
ん
の
代
わ
り
に
マ
ー
マ
レ
ー
ド

を
使
う
こ
と
で
コ
ク
と
照
り
が
出
て
、
肩
ロ
ー

ス
肉
が
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。

■作り方

①一口サイズに切った豚肉に

酒とおろししょうがをまぶ

して下味をつける。

②フライパンに①の豚肉を入

れ、 焼き色がつき火が通

るまで焼く。

③マーマレードとしょうゆを

入れてからめ、火を止める。

1 人分当たり 【エネルギー１１５kcal】  
たんぱく質7.1g　脂質7.7g　カルシウム４㎎　鉄0.3㎎　食塩相当量0.5g

豚
肉
の

豚
肉
の

オ
レ
ン
ジ
風
味
焼
き

オ
レ
ン
ジ
風
味
焼
き

〜
人
気
献
立
メ
ニ
ュ
ー
〜

〜
人
気
献
立
メ
ニ
ュ
ー
〜

■材料 （子ども 4 人分） 豚
肉
と
オ
レ
ン
ジ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
で
風
邪
予
防
に

も
な
る
、
お
す
す
め
の
一
品
で
す
。
豚
肉
と
マ
ー
マ
レ
ー
ド

の
組
み
合
わ
せ
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
後
味
で
す
。

大人用には厚みのあるしょうが焼き用の肉で作ると食べ
応えがアップします。

POINT

令和７年度インターハイ男子団体の部で初優勝を

飾った磐田東高等学校剣道部。 大事にしている

言葉は？

① 不
ふ

撓
とう

不
ふ

屈
くつ

② 初
しょ

志
し

貫
かん

徹
てつ

③ 勇
ゆう

猛
もう

果
か

敢
かん

今月のプレゼント

図書カード 1,000円分

……………………………10名様

１１月号の結果

答えは『③12月4日』でし

た。（応募総数234通）

当選発表は賞品の発送を

もって代えさせていただき

ます。

【応募方法】　正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。

２月１６日㈪までに、 はがき （当日消印有効）、 ＦＡＸまたは電子申請で、 ク

イズの答え、 住所、 氏名、 年齢、 電話番号、 広報いわたへのご意見を記入

し、 広報広聴 ・ シティプロモーション課 （〒438－8650　国府台3－1　FAX32－

3946 ） へ ▲電子申請

給食大好き！竜洋東こども園給食大好き！竜洋東こども園

豚肩ロース（薄切り）·１６０ｇ

酒··················· 小さじ１

おろししょうが······ 少量

マーマレード········ ３０ｇ

しょうゆ············· 大さじ2/3
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https://cookpad.com/kitchen/23965780
https://logoform.jp/form/dWNN/34704



